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社会福祉法人翔洋会 令和７年度事業報告 

 

 

 令和 7年度は社会福祉法人翔洋会にとって着実な前進が見られた 1年となりました。 

全拠点において昨年度を上回る収支状況となりましたが、特に平成 31 年 4 月の開設より試行錯

誤が続いていた宮浦荘拠点に関して今後どのように改善していけばよいかの方向性が定まった年

となりました。 

各施設職員の業務に対する努力に感謝すると共に、今後もそれぞれの施設における課題に真摯に

取り組んで行きます。 

職員の離職率も改善が見られ、比較的職員が安定していたことも事業に集中することができた要

因ではないでしょうか。 

例年の様に感染症の影響も少なからずあり、職員が対応に追われ、事業所の休止や入所等に影響

がありましたが、各施設共に職員が全体で助け合い乗り切る事ができました。 

 

令和 7年度を振り返り事業計画内の方針からみると、 

○ 収入・支出に係る継続的な見直しによる経営基盤の強化 

 

  物価高騰の中で各施設共に全体的な消耗品等に関しては常に価格調査を行い、品質を確認し

ながら価格を抑えることに注力しています。 

  近年、職員増員のための紹介手数料増額が大きく負担となっていましたが、7 年度に関して

は比較的職員数も安定しておりましたので、手数料支出を前年に比べ抑えることができました。 

 

  空床期間を短縮するための待機者確保に関して、引き続き居宅介護支援事業所・病院等を訪

問し営業活動に取り組んでおります。各拠点の生活相談員は、施設の空き情報等を共有し、営

業の際には自施設だけではなく法人全体をアピールする様に努めています。現在は、老施協の

ウェブサイトからも特養入所の申し込みが行える様になりましたので、営業や地域交流の際に

紹介を行っています。 

本年度も昨年同様に、感染症が発生した関係で事業を休止もしくは受け入れ制限せざるを得

ない状況がありましたが、各施設空床期間を出来るだけ少なくするよう努力を行い、事業活動

収入増に繋がっています。 

 

○ 人材確保及び定着 

  令和 7年度はハローワーク・社会福祉協議会主催（共に岡山市・玉野市）の就職説明会に参

加していますが、なかなか入職に繋がっていないのが現状です。 

しかしながら、翔洋会の施設に興味を持ってもらうためにウェブサイトや SNSを利用した情

報発信が必要不可欠となるため、各施設共にウェブサイト等を今後とも活用していきます。情

報発信の窓口を増やすように法人インスタグラムでの発信も続けており、見てくれる方々も増

えています。ウェブサイト・SNS 発信は主に求職者に向けて翔洋会の施設を知ってもらうため
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のツールであり、今後も翔洋会各施設の日常等を公開していきます。 

 

  職員の確保が困難になっている状況の中で、働きやすい職場環境づくりが重要となる訳です

が、引き続き、ハラスメントを防ぐ体制づくりに力を入れています。 

  8 月と 11 月に法人監事の山本豊郎社会保険労務士に講師として施設の相談窓口担当者及び

現場指導者を対象としたマタニティハラスメント及び育児・介護休業制度に関する研修をして

頂きました。 

  

  入職した新卒採用及び中途採用の職員さんに向けてのフォローアップの点でも各種専門部

会のメンバーを中心として入職時の研修を施設ごとだけではなく合同で行うこともあります。

また各施設共に適宜面談を行い、入職者の不安要素を取り除き定着を促しています。 

 

また、令和 7年度末時点で翔洋会には 2名の外国人労働者（中国籍 2名）が所属しており、

今後増員も予定しています。 

 

 ○ 適正な BCP（事業継続計画）の法人全体への周知と研修・訓練の計画及び実施 

事業継続計画に関しては、令和 6年 4月の義務化より、各施設ともに実地指導や指導監査時

の内容や訓練・研修を行いながら、その都度問題点を挙げていきより実践的な計画に近づける

ように進化させています。 

 

 企業主導型保育事業所ジョウ・キンダーガーデンは年間通して定員 19人を継続することができ、

昨年度同様安定的な経営状態を維持することができました。 

一時保育・病児保育に関しても共に利用人数を伸ばしております。 

 

 地域貢献の面からみると富山・宮浦地区で福祉有償運送、藤田大曲地区及び宮浦地区にて買い物

支援を行っていますが、こちらも良い評価を頂いています。その他にも認知症カフェに参加して認

知症啓発活動や介護相談を行ったり、自施設でカフェを開催して地域の方をお招きしたり、学生の

実習受け入れを行ったりと各拠点にて地域とのかかわりに重きを置いています 

 

 宮浦荘近隣の「ささえあいサロン宮ノ浦」も地域の方が毎週立ち寄られ「あっ晴れももたろう体

操」で体を動かされた後に憩いの場として、時には施設職員よる介護相談の場としてご利用頂いて

います。 

 

 令和 8年度に関しましても、高齢者福祉事業 5施設及び公益事業 1施設を経営する法人全体の業

務の効率化や機能の強化にも取り組みながら、さらに地域・社会への貢献を意識した活動に注力し

てまいります。 

 

〇令和 7年度 法人全体の採用者・退職者の状況 

 

採用者  33名（前年 49名）      退職者  29名（前年 51名） 

離職率  10.9％（前年 18.7％） 
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〇令和 7年度 人件費率（【 】内は給食委託会社管理費を含む） 

  

灘崎荘 66.8%【72.0%】（前年 69.3%【74.5%】） 富山荘 61.0%【65.6%】（前年 62.5%【67.2%】） 

藤田荘 67.1%【72.0%】（前年 67.7%【72.6%】） 玉野山田荘 60.6%【65.4%】（前年 60.8%【65.8%】） 

宮浦荘 54.8%【60.6%】（前年 67.0%【74.4%】） ジョウ・キンダーガーデン 70.9%（前年 76.9%） 

 

 

法人本部の主な社外活動・研修等 

4 月 15 日  認知症サポートリーダー富山会  

4 月 16 日  社会福祉協議会灘崎支部  参与会  

4 月 17 日  岡山博愛会病院  なんでも勉強会「喘息ってどんな病気！？」  

5 月 23 日  岡山県医師会移動会長室事業「感染症を学ぼうセミナー」  

6 月 17 日  認知症サポートリーダー富山会  

6 月 23 日  富山学区オレンジカフェ青春  

7 月 15 日  認知症サポートリーダー富山会  

7 月 17 日  富山公民館にて認知症啓発展開催  7 月末まで公民館ロビーにて

認知症サポートリーダー富山会として展示を行う  

7 月 28 日  認知症多世代サポーター養成講座にて講師として参加  

岡山市高齢者福祉課、中区地域包括支援課職員含む小学生 3 年生

から 80 代までの 96 名参加にて実施  

8 月 19 日  認知症サポートリーダー富山会  

8 月 27 日  法人ハラスメント防止研修 1 回目  

「職場におけるマタニティハラスメント等の防止について」  

「育児・介護休業制度について」  

講師：法人監事山本豊郎社会保険労務士（人事労務コンサルタン

ト山本事務所所長）  

9 月 9 日  社会福祉協議会灘崎支部  民生委員・福祉委員合同研修会  

認知症の対応及び福祉委員について  

9 月 16 日  認知症サポートリーダー富山会  

9 月 22 日  富山学区オレンジカフェ青春  

9 月 28 日  世界アルツハイマー月間  サポくまフェスティバル 2025 

岡山ふれあいセンターにて認知症啓発活動として展示及び紙芝居

「ちいちゃんが笑った」実演  

10 月 4 日  認知症セミナー  in OKAYAMA 認知症本人とともにまちづくり 2025 

「認知症になってもだいじょうぶ  そんな社会を創っていこう

よ」藤田和子氏講演  

10 月 8 日  就活フェスタ秋の陣  

10 月 12 日  南区彦崎町内会  災害啓発及び展示会に参加  

10 月 14 日  社会福祉協議会灘崎支部「赤い羽根共同募金街頭募金活動」参加  

10 月 20 日  認知症キッズサポーター養成講座にて講師として参加  
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岡山市立富山小学校 4 年生児童 112 名及び教員 6 名参加にて実施  

10 月 21 日  認知症サポートリーダー富山会  

10 月 29 日  博愛会病院主催「施設で疥癬が発生したら」研修  

11 月 11 日  ハローワーク主催  介護就職デイ  

11 月 16 日  玉野山田荘  防災訓練参加  

11 月 19 日  法人ハラスメント防止研修 2 回目  

「職場におけるマタニティハラスメント等の防止について」  

「育児・介護休業制度について」  

講師：法人監事山本豊郎社会保険労務士（人事労務コンサルタン

ト山本事務所所長）  

11 月 24 日  富山学区オレンジカフェ青春  

「施設サービス利用のはなし  自分に合った施設を見つけよう」

という題目でオレンジカフェにて講演行う  

12 月 22 日  富山学区オレンジカフェ青春  

1 月 20 日  認知症サポートリーダー富山会  

1 月 26 日  富山学区オレンジカフェ青春  

1 月 26 日  富山学区オレンジカフェ青春  

2 月 6 日  改正女性活躍推進法・ハラスメント対策等説明会  

2 月 22 日  ハローワーク主催  福祉の就職フェア  

3 月 6 日  岡山県医師会移動会長室事業「フレイル対策：フットケア編」  

3 月 29 日  岡山県通所介護事業所協議会  大規模研修会  

 

＊なお、事業報告の内容を補足する重要な事項がないため、事業報告の附属明細書は作成しておりません。 

 

 

 

翔洋会各専門職会議よりの報告は次のようになります。 

   

専門職会議名 令和 7年度に関しての報告 

介護職員部会 

 

・部会主催研修に関しては、4月に「介護と接遇・マナー研修」8 月に「医療・

福祉における新人職員への接し方（キャリア形成訪問指導事業）」及び 3月

の「虐待防止研修（岡山県介護福祉士会）」の 3回を実施した。 

・部会に参加する職員は時間も限られており会議の効率化のためにも事前に

議題に対して自分の意見をしっかりとまとめておくことが必要だが、出来

ていないこともあったため、各自意識することが必要である。 

人事考課や新人研修など取りいれている話など共有出来たこともあり、自

施設での参考とした。 

・各施設共に人員不足の影響で、職員の育成指導に十分な時間をかけること

が難しく業務内容などの工夫が必要だった。またユニットリーダー含め部

会の研修などに参加できる人数が限られてはいたが、多忙の中でも職員に
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協力を求め全体のスキルアップを行っていけるようにしたい。 

 

生活相談員部会 

 

令和 7 年度部会目標① 

「社会福祉事業部門 5 施設内で事故や苦情処理等の対応ついての情報を共有

して、相談員のスキル向上を目指す」 

 

・苦情や情報共有することで、苦情対応や事故対応についてのスキル向上

についての目標は概ね成果はあったと思う。特に事故について、再発防

止策についての検証が重要であると考える。 

・事故や苦情の情報共有を行なう事で、自施設で気を付けるべき点が明確

になり、今後の家族とのやり取りや資料に盛り込むべき内容についても

必要かどうか検討する事ができた。内容の共有に伴ってイメージするこ

とができ、苦情対応についてのスキルアップに繋がったのではと思う。

事故については、自施設でも考えられる内容もあり、施設内で共有して

いくべきと考える。ただ、なぜこの事故が起こったのかについては、現

場職員から聞き取りしても原因が不明確な部分が多く感じた。 

・情報の共有は出来ていると思います。スキル向上に関してはある程度の

成果はあったと思いますが、今後は当該施設で考えた問題点、他施設相

談員が気になった問題点の把握や、その問題点に対してどのような対応

策があったのかを議論出来れば良いのではないかと思います。 

・他施設の事故や苦情の情報（特にご家族対応）から得られる事は多く、

自施設でも発生しうることや改善が必要な事を職員に伝達して改善につ

ながっている。事故についてはどこの施設も同じような事故が続くこと

が多いのが現状。対応の工夫や改善点などをもう少し深く話し合う時間

があってもいいのではないかと思う。 

・議開催期間について、今まで通り毎月開催を希望する。2 か月の開催でも

弊害は特にないが、情報連携が 2 か月も空けば記憶も曖昧になってしま

う恐れがあったり、情報共有を密に行うことで施設同士の交流の場を増

やすことが出来たり、さらには、介護保険情報や加算情報等の時事に気

付き取り組むことが出来るかもしれないと考える為。 

 

令和 7 年度部会目標② 

「営業に関するスキルや苦情対応のスキル等を向上させる為、専門の講師の

方にお願いをして勉強会の開催や外部研修に参加して、相談員としての知

識を深めていく。」 

 

 ・今年度は、社会福祉士会主催のカスタマーハラスメント研修を法人研修

として、行っており、今後も継続してハラスメント関連の研修は必要で

あると感じた。特にカスタマーハラスメントについては、まだまだ周知

されていないため、職員を守る上でも、組織としても積極的に取り組む
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必要があると考えます。 

 ・カスハラについては、まだまだ職員間でも家族の中でも浸透していない

内容であるため、もっと重要事項等で表示しておく必要があるのではな

いかと感じた。山田荘でもセクハラやカスハラのような事例があったが

家族がハラスメントと理解していないパターンであったため、はっきり

言えるような取り組みをしていく必要があると感じた。 

・研修に参加できていないので、個人的には出来ていないのかなと思って

います。今後はカスハラも含め、事例を元に検討が出来る様な研修を受

けられると良いのではないかと思います。 

・外部講師による研修に参加することはできたが、学んだ内容を実務に落

とし込むところまでは至らず、個人的に今後の課題として残った。引き

続き外部講師による研修参加は継続していきたい。 

・研修は最新の情報や現代社会の流れ等を知れてとても良い経験となった。

しかし、研修内容が思い求めているものとは多少ずれていると感じる。

現状の相談員業務を行うにあたり参考になるような研修を今後も受けた

いと感じる。研修としてビジネスシーンでの適切な言葉遣いや葬祭での

マナー等の研修が出来ればと思った。 

 

令和 7 年度部会目標③ 

「社会福祉事業部門 5 施設の入所待機者の増加と稼働率向上を目指す為、各

施設の相談員が協力しながら営業活動を行っていきます。また、入所申し

込み希望者のニーズを把握して法人内の施設を紹介し、情報の共有を行っ

ていく。」 

 

・拠点ごとに、地域性もあるが、ショートステイの空き情報を共有し、居

宅介護支援事業所へ送付または持参して営業活動を行ってきた。結果的

に他事業所へつなげることができたかが、検証できていないため、来年

度は空き情報の共有の在り方について、検証していくことが課題である

と考えます。 

・入所申し込みの相談で話をしていると特養やショートステイについての

知識がない方が多いように感じられました。説明をする中で、老施協の

ホームページを使用した入所申込方法を紹介しています。その時に、同

一法人内の施設全部に申し込みが出来る事を説明して申し込みを勧める

ようにしています。成果としてどのくらい出ているかは不明ですが、今

後も継続していこうと思っています。 

  ショートステイも同様に当施設で部屋が埋まっていて取れない場合で、

ご家族との関係が出来ていれば、同一法人内の施設を紹介していくよう

します。同一利用者の利用分散になってしまうかもしれませんが、施設

間での情報の共有ができる点や法人としての利益向上につながると思う

ので行って行こうと思います。 

  各相談員と協力して営業は出来ていないと思います。業務的に忙しいと



‐    ‐ 

思いますが、時間を作って行うように出来たらと思います。 

・入居申し込み対応時には、ご本人・ご家族のニーズに応じて他施設の紹

介も行っている。特に近隣エリアの施設間では紹介がしやすく、実際に

申込みや利用につながったケースも見られた。他施設のリアルタイムな

空床状況の把握は難しい面があるが、各施設において一定数の待機者が

いることは重要であると思う。今後も継続して情報共有を行いながら、

適切な情報提供を行っていく。 

・今も定期的に居宅へは他施設の空き情報を送付出来ており、営業活動は

継続出来ている。 

他に、入所申込や電話相談、ショートステイ等でも他施設からの紹介で

実際に増えたケースもある。施設間の距離や種類等違う為一概にも必ず

紹介出来るとは限らないが、対象者を含むご家族のニーズ（立地や希望

等）を把握し、他施設の説明・紹介も機会があればおこなっていく。 

 

看護職員部会 

 

・看護ケア・褥瘡ケア・薬についての製薬会社からの研修があり現場に役立

つ議題で多くの情報を学ぶことが出来た。 

・初めての疥癬による集団発生にてコロナやインフルエンザ以外の感染拡大

があり、現場対応が大変であった。 

・博愛会病院による疾患別の勉強会があり、資料・内容共に分かり易く介護

職にも参考になった。 

・実際にクラスターが発生した際に、改めて手洗いの徹底や初期対応の重要

性を感じた。各施設での機器を用いた手洗い研修を立案予定。 

・軟膏（薬効・塗布方法）や下剤等、介護現場にて必要な知識向上のために

提携薬局へ研修を依頼したい。 

 

介護支援専門員部会 

 

・介護支援専門員資格の更新研修を受けた職員からの内容報告に関しては、

参加職員で共有することができた。 

・LIFE の結果をプランに反映させるための勉強会を行い、各施設で実践する

ことができた。LIFEを取り入れていない施設もあるが、今後に繋げていく 

・10 月に行われた富山荘での実地指導の内容を参加職員で共有することがで

きた。 

 

機能訓練指導員部会 

 

・事前に議題を決め、わからないことを情報共有することで、色々な情報や

知識を短時間で得ることができた。 

・施設職員から四肢の拘縮が強い方のポジショニング、シーティング等への

質問が増え、改善策を検討し、実施した。継続していくことに意味がある

ため、現場職員と協力していきたい。 

・職員不足もあり、皆でケアの統一をすることが難しかった。 
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・LIFE 等の書類や送迎等、他の業務が入ってくることもあるため、個別機能

訓練時間を確保するために各自工夫を行うことが必要。 

 

管理栄養士部会 

 

目標達成できたことや努力してみたが、いくつかの理由があって難しかっ

たこと等。 

（宮浦荘） 

・栄養に関する加算…6月より、経口維持加算を新たに算定開始した。対象者

は最初 11名であったが、1名入院にて中止し、現在 10名の方を継続してい

る。療養食加算と栄養マネジメント強化加算についても継続している。 

・日本人の栄養摂取基準 2025年度版…内容を把握し施設の栄養基準量に反映

させた。 

・おやつ作り計画や手打ちそばなどの客前料理の実施…利用者様の好みや昔

話などを聞くことができ、利用者様とより深く関わることができた。 

・山茂さんの月 1回ご当地メニューが好評であった。事前にポスターを張り

出して告知し、利用者様はとても楽しみにされていた。 

・栄養に関する研修の参加…病院が主催している勉強会に参加でき、知識を

深めることができた。 

・他施設の行事などの見学…業務の都合上、難しかった。 

（藤田荘） 

・他施設の行事などの見学はできなかったが、他施設を参考に様々な行事や

外出支援をすることができた。 

・今年度は日々の業務を行うことが精一杯になっていたため、来年度はより

質の高いサービスの提供ができるように積極的に他施設と情報共有してい

きたい。 

（灘崎荘） 

・他施設のおやつ提供方法について情報共有ができた為、無事に施設からの

おやつ提供へ切り替えることができた。 

・他施設での行事に参加することができなかったので、来年度は参加して自

分の施設で活かしたい。 

（富山荘） 

・ユニット型での管理栄養士のかかわり方、行事、研修、クッキングなど体

験できた。 

・療養食加算の取得がショート利用者はできたが、入所者にはできなかった。 

・感染の関係もあり、他施設の行事を見学にいくことができなかった。日々

の業務に追われている。 

（玉野山田荘） 

・2025年度の日本人の栄養摂取基準を参考に玉野山田荘の約束食事箋を作成

した。 

・他施設の行事参加はできなかったが焼き芋をおやつとして今年も提供した。

大変よろこばれた。 
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・月に 1回の飴なめは継続し、嚥下機能の維持に貢献できた。（2ユニットの

みで実施） 

 

通所介護事業所部会 

 

（藤田荘） 

・コロナ過を経て、行事ごとの企画・進行をボランティア中心からデイサー

ビス職員中心にしてきたが、行事を通じて職員が一致団結することができ

てメンタルヘルスにも良い影響を及ぼしていると思われる。この後もボラ

ンティアの方にも協力を頂きながら利用者様に楽しんで頂けるように企画

したい。 

・デイサービスの運営に関心を持ってくださった地域の方が、定期的に牛乳

パックやタオルなどを寄付して下さり、利用者様に行って頂く工作などの

作業に使用することができ大変助かりました。 

（灘崎荘） 

・年間を通して季節の行事やレクリエーションに力を入れ、四季を感じなが

ら認知機能低下予防を行い、ご利用者の QOL 向上と満足度に繋げることが

できた。 

・昨年までは業務都合で FAX などを利用しての情報交換が多かったが、本年

度は施設に集まり部会員が顔を合わせて情報共有ができ、多彩な内容を運

営の参考とすることができた。 

（宮浦荘） 

・4 月 5 月と利用率 100％を全職員協力のもとで達成することができた。 

・ご利用者様のやりたいことをかなえる「夢かなえます計画」について、全

員行うことができていないため、来年度に実行したい。 

 

 



‐    ‐ 

 

 (灘崎荘関係 )    

《特別養護老人ホーム灘崎荘》（平成 5年 7月 1日開設）  

ご利用者の平均介護度は 4.09（前年度 4.22）、平均年齢は 87.3歳（前年度 86.7歳）でした（と

もに令和 8年 3月 31日時点）。令和 7年度中の入退所者は、入所者 21名（前年度 21名）、退所者

21 名（同 21 名）となりました。前年度に引き続き、感染症予防・衛生管理対策と職員の体調管

理を図ってきましたが、百日咳（7 月）やノロウイルス（1 月）等のクラスターが発生しました。

いずれも収束するまでに約 1 ヶ月を要しました。その間入院、退所されるご利用者が多く利用率

が大きく低下しました。（平均利用状況（平均入所者数）74.9 名（前年度 76.3 名）、平均利用率

94.3％（前年度 95.3％）） 

介護サービスにおいては、日常生活支援の充実を基本とし、健康管理や機能訓練の強化を通じ

て、入所者の心身の状態維持・向上に努めました。また、地域の保育園や小学校との交流を図り、

季節の行事やレクリエーション活動を積極的に実施し生活の質の向上と生きがいづくりの支援を

行いました。 

人材育成の面では、研修の実施や OJT の充実により、職員一人ひとりの専門性の向上を図りま

した。また生産性向上委員会を立ち上げ業務改善を積極的に行いました。iPad増台からの介護記

録ソフトの運用方法の見直し、余裕を持った人員配置を行い残業時間の短縮や有給休暇や希望休

暇の申請と取得の励行を行い、働きやすい職場環境づくりにも注力し職員の定着率向上に努めま

した。 

今後も様々な課題が山積みではありますが、それらの課題を適切に対処し、安定した経営を保ち、

ご利用者本位のサービス、その実現のための職員が働きやすい職場環境の整備に今後もより一層

努めていきます。 

 

 

《短期入所事業》（平成 5年 7月 1日開設）  

 ご利用者が快適に過ごして頂く為に居室内やホールの環境を工夫し、笑顔を１つでも多く増や

せる様に、ご利用者目線での支援を行いご利用者の意思を尊重した介護を行いました。在宅のケ

アマネジャーと連携を取り、担当者会議にて他事業所やご家族と情報を共有し、利用者処遇の向

上に努めました。 

年間通しての利用率が 64.7％（前年度 74.3％）と前年度比で 9.6％の低下となった。目標とし

ていた 75％には届きませんでした。その要因として、感染症クラスターの影響により利用控えが

発生。クラスター解除に時間を要し、新規受け入れを停止せざるをえず、年間を通して稼働率の

低下につながりました。今後は感染症発生時における迅速な対応体制の強化と、ご利用者・ご家

族への丁寧な情報提供を行い、安心して利用できる環境整備に取り組んでいきます。 
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《灘崎荘通所介護事業所》（平成 5年 7月 1日開設）  

1 日平均の利用者数 14.0（前年度 11.7 名）と増加、新規利用者数は 15 名（前年度 15

名）、利用中止利用者数が 13 名（前年度 13 名）と前年度に続き多くのご利用者が利用中

止となりました。利用日数の多いご利用者を獲得したことにより利用率の向上につなが

りました。 

感染対策を十分に行いながら運営を行いました。利用者個々のケアプランに基づき、

日常生活 上のお世話や個別の機能訓練、レクリエーションを通じて、楽しく居心地の良

い場 所の提供を目指し実施しました。デイサービスを利用することによって在宅生活 

が充実し、利用者様の社会的孤立感の解消および心身の機能の維持並びに利用者の家族

の身体的および精神的負担の軽減を図りました。現在の利用者の状況を見ると、総合事

業と介護の割合は 1：9 となっており、介護の割合が高い。要支援の軽度者から要介護５

の重度者の方、認知症の方など 幅広い状況の方が利用しており、通所介護計画により

個々の利用者に応じた計画を立てています。 

毎月の誕生日会とおかし作り、フラワーアレジメント、施設全体での年間行事や敷地内

で収穫した作物を調理する等、季節に合わせたレクリエーションの充実を図り、利用者 

様の満足度の向上に努めました。毎月地域で犬を飼っておられる方にセラピー犬として

施設に来ていただき、犬とふれあいご利用者と一緒に散歩を楽しまれていました。演芸

等のボランティアの受け入れも行いました。 

年間を通して 5 名の高校生介護実習の受け入れ、中学校の職場体験 2 名の受入れを行

っています。 

 

 

《灘崎荘在宅介護支援センター（居宅介護支援事業）》（平成 12年 4月 1日開設）  

 令和 7年度は非常勤職員の定年退職に伴い１月より常勤職員 2人体制での業務となりました。 

介護ケアプラン 663件（前年度 728件）、予防ケアプラン 284件（前年度 247件） 

介護ケアプランは新規利用者もいるが入院や施設入所等が増え前年度より減少となった。予防ケ

アプランは前年度より増加することができた。認定調査件数は 25件と前年と変わらず対応できま

した。引き続き包括支援センターや MSW、サービス事業所、主治医等との関係を良好に保ち新規

紹介に繋げたいと思います。 

介護支援業務に関する研修については各自計画的に受講することができました。今後も積極的に

参加しスキルアップを図っていきます。 



○　特別養護老人ホーム灘崎荘

１．特養利用者定員　80名　　　短期入所定員　10名

２．利用者（入所者）の状況

　　（1）利用者数及び延利用者日数

利用者数（名） 延利用者日数（日） 利用者数（名） 延利用者日数（日）

４ 76 2,301 24 196

５ 77 2,387 23 199

６ 75 2,260 20 197

７ 71 2,223 17 169

８ 73 2,273 19 226

９ 76 2,292 21 215

10 77 2,413 17 210

11 77 2,326 19 205

12 77 2,405 20 216

１ 76 2,370 18 141

２ 72 2,032 18 194

３ 72 2,262 16 194

計 899 27,544 232 2,362

＊入所部門の利用者数は各月末時点での在籍者数（入院者を含む）。　

　　（2）令和7年度入所者及び退所者（短期入所を除く）　　（以下、令和8年3月31日現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　入所者　21名　　　　退所者　21名

　　（3）利用者の介護度　　　　　　　平均　4.09　

　　（4）利用者の年齢　　　　　　　　　最高　105歳　　　最低　53歳　　　平均 87.3歳

　　（5）利用者の男女別数    　　　　（男）　18名　　　（女）　62名　　　　計　80名

３．主要行事等の実施状況

4月 花見、外出、近場の散歩、ドライブ

5月 バーベキュー、外食

6月 外出（買い物）

7月 七夕行事（職員による演奏会）

8月 スイカ割り

9月 灘崎荘敬老会

10月

11月 演奏会、外食、買い物

12月 クリスマス会

1月 ※感染拡大により一部行事が開催できず

2月 節分・豆まき

3月 ひな祭り会（お寿司）、外出（花見）

※上記以外に誕生日会を随時開催　手作りおやつ・定例食事会

月
入　　所　　部　　門 短　期　入　所　部　門

灘崎荘フェスティバル（秋祭り）、お神輿

‐　　　　　‐



４．地域・その他との交流の状況

・8/2（土）彦崎地区夏祭りへの参加

・10/24（金）彦崎保育園の園児来荘し歌や踊りを披露され、利用者との交流を図る

５．実習生等の受け入れ状況

　　（1)倉敷中央高等学校　 　　5名

１年生　3名　11/20（木）～11/27（木）土日祝除く５日間　　　　　

2年生　２名　10/27（月）～11/17（月）土日祝と１1月10日（月）を除く１4日間

(2)岡山瀬戸高等支援学校

3年生　1名　9/8（月）～9/26（金）土日、祝日は除く

12/1（月）～12/12（金）4.5.11.土日は休日

６．ボランティアの受け入れ状況

・10/11（土）灘崎荘フェスティバルにて催し物に彦崎レディース様（ダンス）

かさぐるま様（歌や踊り）、興陽高校和太鼓部（太鼓の演奏）

彦崎剣道スポーツ少年団（練習風景の披露、歌や踊り）、玉野高校筝曲部（筝の演奏）

７．広報・啓発活動

　　・ホームページを活用した多様な情報の告知・提供

　　・施設内掲示板への掲示（事業計画、事業報告、決算概要など）

　　・介護サービス情報公表制度による事業内容の公開

　　・施設案内パンフレットの配付　

８．職員の配置状況（令和8年3月31日現在）

　　常勤職員　　　　　47名（介護士30名、看護師5名、介護支援専門員2名、生活相談員3名

　　　機能訓練指導員1名、管理栄養士2名、事務4名（施設長を含む））

　　非常勤職員    　 11名　（介護士5名、宿直3、洗濯担当3）

９．委員会等の開催状況

　　　（4）食事委員会

　　　（1）感染対策委員会

　　採用者及び退職者　　　採用　4名　　　　　退職　5名

　　　（2）拘束・虐待委員会　　　

　　　（3）事故対策委員会　　　　　　　

　　　（5）ショートステイ担当委員会　　　　 半年に１回開催　　

　　　（6）入所判定委員会　　　　　　　　　  年2回開催

各々 3ヵ月ごとに開催

‐　　　　　‐



10．職員の研修等の参加状況

場所 参加職種

ライフパーク倉敷 事務職員

コンベックス岡山 施設長

きらめきプラザ 介護職員

玉野市立中央公民館 事務職員

旭川荘厚生専門学院 介護職員

ｵﾝﾗｲﾝ・ﾀｰﾐﾅﾙスクエア 介護支援専門員

きらめきプラザ 介護職員

コンベックス岡山 生活相談員

ｳｪﾙﾎﾟｰﾄなださき 介護職員

イオンモール岡山 施設長

　○その他　　　消防・防災（消火、避難）訓練　　2回

  BCP（自然災害）訓練、研修　2回

　○外部研修への参加状況

　○施設内研修（テーマ別研修）の実施状況

　　　（1）身体拘束及び虐待予防　　

　　　（2）感染対策（BCP含む）　　　                　　　

　　　（3）事故防止　　　

　　　（4）医療・褥瘡

　　　（5）口腔ケア

　　　（6）権利擁護

改正女性活躍推進法・ハラスメント対策等説明会

認知症介護実践研修

　　　（1）県外　　　 　0回　　　　　    0名

　　　（2）県内　　　 10回　　　　　延　11名　　

研修名

社会保険制度説明会

岡山県介護生産性向上スタートアップセミナー

福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程　初任者コース

社会保険制度説明会

喀痰吸引等研修

主任介護支援専門員更新研修

中堅職員重点テーマ強化研修

安全運転管理者等法定講習

各々 年２回開催

年1回開催

‐　　　　　‐



○灘崎荘 通所介護事業所

１．利用者の推移

開所
日数

登　録
者数（名）

延利用
日数（回）

1日平均
利用者数（名）

開所
日数

登　録
者数（名）

延利用
日数（回）

1日平均
利用者数（名）

4 16 3 19 1.2 26 26 275 10.6

5 15 3 19 1.3 27 26 293 10.9

6 12 3 15 1.3 25 29 292 11.7

7 12 3 16 1.3 27 34 366 13.6

8 7 3 7 1.0 26 34 347 13.3

9 12 3 15 1.3 26 33 347 13.3

10 12 3 16 1.3 27 33 374 13.9

11 12 3 16 1.3 25 33 320 12.8

12 13 3 15 1.2 25 32 337 13.5

１ 8 3 11 1.4 24 32 322 13.4

２ 9 3 12 1.3 24 30 307 12.8

３ 10 2 13 1.3 26 30 318 12.2

計 138 35 174 1.3 308 372 3,898 12.7

　
令和7年度１年間での新規利用（登録）者数　

要支援者 1名
要介護者 14名
【担当居宅名】
　灘崎荘在宅支援事業所

　指定居宅介護支援事業所池田医院 4名
　ふたば会　指定居宅介護支援事業所 3名
　アールケア居宅介護支援事業所 2名
　ゆめの里在宅介護支援センター ２名
　ZAGZAGケアプラン大福 1名
　リファインケアプランセンター １名
　花だより １名

１名

令和7年度1年間での利用中止（登録抹消）者数 13名

　施設入所　9名　担当居宅名　岡山しげい居宅2名　アールケア1名　灘崎荘在宅介護支援センター 2名
はやしま在宅介護支援センター 1名

　死去　　　　2名　担当居宅名　 灘崎荘在宅介護支援センター 1名
ゆめの里在宅介護支援センター 1名

その他　　　　8名　担当居宅名 灘崎荘在宅介護支援センター 2名
ケアプラン　優 1名
南岡山ナーシングホーム 1名
アールケア居宅介護支援事業所 2名
ゆめの里在宅介護支援センター 1名
指定居宅介護支援事業所池田医院（要支援→要介護） 1名

月

介護保険適用通所介護事業（介護予防） 介護保険適用通所介護事業（介護）

‐　　　　　‐



２．各種行事の実施状況

　レクレーション実施内容
○ 誕生日会 　　　毎月 〇 運動会 6月
○ カレンダー作り 　　　毎月 〇 納涼祭 7月
○ 園芸クラブ・寄せ植え 　　　毎月 〇 男の料理 7月
○ フラワーアレジメント 　　　毎月 〇 七夕飾りつけ 7月
○ さわやかゲーム 　　　毎月 ○ スーパーボール選手権大会  　8月
○ 創作クラブ 7月9月10月11月12月　　　毎月 ○ 夏祭り    8月
○ ナースの健康教室 　　　毎月 ○ 敬老会 　 9月
○ 足湯 　　　毎月 ○ ハロウィｰンパーティー 10月
○ クッキングクラブ 　　　毎月 〇 秋の運動会 　10月
○ マッサージ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毎月 〇 さんまパーティ 11月
○ お茶の日 　　　毎月 ○ しめ縄作り   12月
〇 カラオケ 　　　毎月 ○ 忘年会 　12月
○ アニマルセラピー 　　　毎月 ○ クリスマスケーキ作り 　12月
○ 喫茶せつ 　　偶数月 ○ お屠蘇    1月
○ いつこCaféマダムcafé 　　奇数月 ○ 新年会    1月
〇種まき 　　　随時 ○ とんど    1月
○とうもろこし植え 　　　５月 ○ 備前焼  　1月
○ トマト植え 　　　４月 ○ 由加神社 1月
○ じゃがいも植え 9月・3月 ○ 豆まき 　 2月
○ じゃがいも掘り    ５月・１１月 ○ 焼きいも 2月３月

   6月・11月 ○ チョコレートファウンテン 　2月
○ お楽しみの日 随時 〇 男のスイーツ作り 3月

３．交流行事の実施状況 

4月 なかよし会演芸

４．実習生等の受入状況

介護実習生 倉敷中央高校１年生3名　 6/19～6/20　6/23

　　　　　　　　　　　倉敷中央高校2年生2名

※灘崎中学校職場体験
　　　　　　　　　　灘崎中学校2年生２名　 11/5～11/7

５．ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの受け入れ状況　　

 実人員　7名　　　延 　18名　　　
 実犬　　　2匹　　　延　　24匹

６．職員の配置状況（令和8年3月31日現在）

常勤職員　　　　　　　　　 7名
非常勤職員・パート　　 3名

７．職員の研修等の参加状況

　○事業所内研修
災害対策　地震・津波　（机上） 災害対策　地震・津波　（実地）
入浴介助 接遇 感染症対策 身体拘束・虐待防止

　○事業所外研修

ハラスメント

なかよし会5名　津村さん　石丸さん　藤原さん

6/5～6/6
6/9～6/10

山田さん＋２匹　藤原宏さま（備前焼）

○ じゃがいも収穫祭（調理）

‐　　　　　‐



○灘崎荘在宅介護支援センター（居宅介護支援事業）

１．介護給付ケアプランの作成件数 （件）

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

件数 59 59 58 57 59 58 55 52 51 52 50 53 663

２．予防ケアプランの作成件数 （件）

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

件数 21 22 22 23 24 24 24 25 25 25 25 24 284

３．認定調査件数 （件）

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

件数 3 5 3 0 4 0 0 1 4 2 2 1 25

　　常勤職員：2名　 

    

５．職員の研修等の参加状況　

(1) 施設外研修 3  回 　延10名　　

(2) 事業所内研修・見学等 11  回 　延22名　　

４．職員の配置状況(令和8年3月31日現在）

‐　　　　　‐



（富山荘関係） 

 

≪特別養護老人ホーム富山荘≫ （平成 17年 8月 1日開設） 

 

 令和 7年度  入居者様の平均介護は【3.8】 平均年齢は【89歳】 入居者数は【11名】 

退去者数は【11 名】 昨年（令和 6 年度 入居者数:29 名 退去者数:26 名）に比べると、 

退去数が半分以下でした。（令和 8年 3月 31日時点） 

 令和 7年 8月で富山荘は創立 20周年を迎えることができました。また、職員 5名が勤続 

20年を迎え理事長より勤続表彰と記念品の授与をしていただきました。 

 令和 7年度は、【運営指導（実施指導）】【社会福祉法人等指導監査】【労働基準監督署】 

への書類の提出や訪問での聴き取り調査が行われました。特に大きな改善指導を受け 

ることはなく無事に終わりました。 

 特養に関しては、4月に感染性胃腸炎が蔓延。一人目の発症者は、前日・前々日とご家 

族様と面会をされており、そこでの接触感染が原因と思われますが、4階・3階の入居者 

様と職員合わせて 20人が感染し、終息までには 20日間かかりました。 集団感染のため、 

その後、保健所の方が来られ感染経路や対応の確認が行われ、ご指導いただきました。 

 新型コロナウイルスやインフルエンザウイルスへの感染に関しては、職員の感染は確 

認されましたが、早期に対応したことで入居者様への感染はなく、感染者ゼロに抑える事 

ができました。 

  入居者様の対応に関しては、面会制限の緩和を行い、ユニットへ上がってもらい居室で 

 面会をしていただくことができました。現在は、感染対策を呼び掛けながら外出・外泊の 

 緩和も行っています。 

  職員については、産前産後休業を 3名の職員が取得しています。また、職員 4名がジョ 

 ウキンダーガーデンを利用し、6人のお子さんを預かってもらい、就労してくれています。 

 この度、１名の職員が介護福祉士の国家試験を合格しております。 

  地域との交流では、溝掃除やオレンジカフェへの参加を継続し行っています。オレンジ 

 カフェでは、相談コーナーを担当。オレンジカフェに参加された地域の方から相談を受け、

アドバイス等を行っています。 

  令和 7年度は、３つの新しい取り組みに挑戦しました。1つ目は、【お掃除ロボットの 

 導入】です。 昨年 11 月より毎日稼働しており、富山荘内を動き回ってくれています。 

  2つ目は、富中ギャラリーへの作品出展です。今まで書道クラブの作品は、【ふれあい 

 書道展】へ毎年出展していましたが、今年は富山中学校のギャラリーへも書道や手芸作品 

 を展示させていただき、ご家族様やご近所の方が観覧に来てくださいました。 

  3つ目は、【フードドライブ tomiyama】です。  入居者様のご家族や職員に呼びかけ、 

  合わせて【30名】の方にご参加いただき【36.1㎏】の食品が集まりました。 

 集まった食品は、富山荘と同じ中区海吉にある児童養護施設【若松園】へ寄与し、とても 

 喜ばれました。 

   



≪富山荘短期入所事業≫   

 

ショートステイご利用者様に関しては、別の特養への入居や亡くなられたケースもあり、

ショートステイの稼働率が徐々に低下しております。 

相談員 2名もパンフレットや創立 20周年の記念品を持って営業してくれましたが、目標 

である、稼働率を常に 80％以上にすることは難しく、達成できておりません。 

 ショートステイのご利用者様が楽しみを持って富山荘へ来ていただけるようにと昨年よ 

り富山荘入り口門の左花壇で始めた野菜栽培は、無事に収穫することができました。 

青しそでおにぎりを一緒に握り昼食で提供したり、トマトとピーマンでピザを作りおやつ

に食べたりすることができました。 

 

≪福祉有償運送 富山荘≫ 

 

現在の登録数は 79 名（令和 8 年 3 月末時点）、前期（4 月～9 月）の実績は、利用回数

463 回 利用料実績 395,820 円 後期（10 月～3 月）の実績は、利用回数 374 回 利用

料実績 345,290 円となっています。この度、3 月末で福祉有償運送専属ドライバーの方

が退職となりました。今後は、富山荘の職員で対応を行っていく予定です。 

 

 

 

 



○　特別養護老人ホーム富山荘

１．特養利用者定員　50名　　　短期入所定員　10名

２．利用者（入所者）の状況

　　（1）利用者数及び延利用者日数

利用者数（名） 延利用者日数（日） 利用者数（名） 延利用者日数（日）

４ 46 1,380 20 167

５ 48 1,466 18 199

６ 49 1,483 26 213

７ 47 1,499 26 278

８ 47 1,481 27 259

９ 50 1,448 23 244

10 49 1,527 23 248

11 48 1,482 24 230

12 48 1,511 23 225

１ 50 1,512 25 250

２ 47 1,368 16 211

３ 49 1,497 18 236

計 578 17,654 269 2,760
＊入所部門の利用者数は各月末時点での在籍者数（入院者を含む）。　

　　（2）令和7年度入所者及び退所者（短期入所を除く）　　（以下、令和8年3月31日現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　入所者　33名　　　　退所者　27名 入所者　 11名 　退所者　   11名

　　（3）利用者の介護度　　　　　　　平均　3.8

　　（4）利用者の年齢　　　　　　　　　最高　 104 歳　　　最低　66歳　　　平均   89歳

　　（5）利用者の男女別数    　　　　（男） 7名　　　（女）　   43 名　　　　計　    50名

３．主要行事等の実施状況

4月

6月

8月

4F喫茶 Patisserie.s.s.base （24日）・富中ギャラリー観覧（29日～）

12月

2月

3月

5月
4階喫茶  Patisserie.s.s.base （14日）

富山文化展観覧（25日・26日）・2F喫茶 ﾄﾞﾝﾚﾐｰ （28日）・・保育園合同ハロウィン（30日）

11月
おにぎりパーティー（27日）

1月
初詣　沖田神社　（23日）

月
入　　所　　部　　門 短　期　入　所　部　門

富中ギャラリー観覧（～10日）・3Fヨーガ（8日）・焼き芋パーティー（22日）

※上記以外に誕生日会を随時開催　毎月リハビリクッキング・習字クラブ開催

祈願祭（18日）・出前調理『焼きそば』（17日）　・お花見会　・フードドライブ（7日～28日）

3Fヨーガ（14日）・出前調理『きつねそば』（21日）　・　3F喫茶和菓子こもよ（9日）　

2F出前寿司（大漁寿司）・お花見喫茶 シャトレーゼ （23日）・2Fヨーガ（11日）

9月

10月

フードドライブ（9日～30日）・3Fヨーガ（14日）・4F喫茶＆出前寿司（銀のさら）（21日）

節分祭（3日）・不在者投票（5日）・お茶会（27日）

7月
不在者投票（14日）・出前調理『かき氷』（23日）

2Fヨーガ（11日）・2F喫茶 手作り菓子（18日）・消防訓練（25日）

4Fヨーガ（9日）・2F喫茶 手作り菓子（25日）・3F喫茶ミスタードーナッツ（18日）

スイカ割（20日）・流しそうめん（2F：29日　3F：29日　4F：21日）

出前調理『きつねうどん』（10日）・家族会（13日）・敬老会（13日・14日）

2Fヨーガ（12日）・おでんパーティー（12日）・3F喫茶 白十字 （14日）

4Fヨーガ（10日）・クリスマス会（19日）・餅つき（27日）・4F喫茶カフェ青山（22日）

‐　　　　　‐



４．地域・その他との交流の状況

　　認知症オレンジカフェ（毎月）　・　町内溝掃除（6月1日）　・　富中ギャラリーへ作品出展

　　富山学区文化展へ作品出展　・　ふれあい書道展覧会への出展　・　フードドライブ（寄贈先：若松園）

　　地域交流スペースの貸出（富山地区教員勉強会：7月25日）

５．実習生等の受け入れ状況

　　　　①介護労働安定センター　　　　　　　　　　　　　 　  2名

　　　　②環太平洋大学　教育職員介護体験　　　　　　　　2名

　　　　③職場体験実習　富山中学校　　　　　　　　　　　　 2名

６．ボランティアの受け入れ状況

　　9月13日（土）富山荘敬老会にてチーム環温（わおん）様による『うらじゃ踊り』　【総勢18名】

　　9月13日（土）富山荘敬老会にてアーバンホール様【2名】による屋台（ポップコーン・綿あめ）

　　5月・6月・７月・10月・11月・12月・1月・3月　ヨーガ体操先生　【1名】

７．広報・啓発活動

　　・ホームページ。イベント情報や職員求人等掲載。

　　・施設内での掲示（事業計画、事業報告、決算概要など）

　　・介護サービス情報公表制度による事業内容の公開

　　・年４回広報誌作成

　　・施設案内パンフレットの配付　

８．職員の配置状況（令和8年3月31日現在）

　　常勤職員　　　  31名（介護士   21名、看護師     3名、介護支援専門員1名、生活相談員2名

                                          　　　機能訓練指導員1名、管理栄養士1名、事務2名（施設長を含む）

　　非常勤職員     17名　（介護士　 7名、補助員3名、宿直2、洗濯担当2、清掃2、事務員１）

９．委員会等の開催状況

10．職員の研修等の参加状況

　　　（５）口腔ケア研修 ・ 感染症対策向上研修 ・ 看取り研修 ・ 接遇研修 ・ 人権擁護研修

　　　　　　医師会移動会長室事業（感染症研修・フットケア研修） ・ 喀痰吸引実地研修（１名）

　　　　　　　　ハラスメント研修　・　カスタマーハラスメント研修　・認知症研修

　　　（3）事故防止　　　

　　　（4）BCP訓練研修

　○施設内研修（テーマ別研修）の実施状況

　　　（1）身体拘束及び虐待予防　　

　　　（2）感染対策及び褥瘡予防　　　　(1)～(4) 各々　年2回開催　　

　　採用者及び退職者　　　採用　　 10名　　　　　退職　　　  9名　

　　　（1）事故検討委員会・身体拘束委員会・虐待防止委員会

　　　（2）感染予防委員会（新型コロナウイルス感染予防委員会）・入浴委員会

　　　（3）給食委員会・行事広報委員会・排泄委員会・褥瘡対策委員会　　　　　

　　　（4）ショートステイ担当委員会　　　　2ヵ月ごとに開催　　

　　　（5）入所判定委員会　　　　　　　　　3ヵ月1回開催（本年度に関しては第3者委員には書面送付）

‐　　　　　‐



場所 参加職員

オンライン研修 井上英美里

旭川荘厚生専門学校 吉川瞳

西大寺緑化講演 品川真菜美

オンライン・天神荘 小林朋也

南ふれあいセンター 赤田真帆

ウェルポートなださき 吉元睦美

岡山博愛会病院 高橋君代・森田慎吾

富山荘 井上英美里、吉川榮重、長沼務

宮浦荘 片山恵理子・吉本郁子

北ふれあいセンター 馬塲雅揮

Zoom 井上英美里

早島町地域福祉センター 新山淳子

　○その他　　　消防・防災・災害（消火、避難）訓練　　各2回

介護職員人材育成研修（認知症の専門的理解）

介助者が自分の身を守る移乗の仕方について

介護プロフェッショナル養成研修　リスクマネジメント

実例から見る虐待防止委員会と研修の取り組み方

ユニットケア施設管理者研修

福祉有償運送運転者講習

喀痰吸引等研修

社会保険制度説明会

ユニットリーダー研修

介護職員人材育成研修（認知症の専門的理解）

ハラスメント研修

フットケア研修

　○外部研修への参加状況

　　　（1）県外　　      0回　　　　　       0  0名

　　　（2）県内　　　  12回　　　　　延　　　15名　　

研修名

‐　　　　　‐



(藤田荘関係) 

《特別養護老人ホーム藤田荘》 (平成 19 年 10 月 1 日開設) 

 今年度は、１１月頃～２月頃までの間で、入居者の方々の入退院とそれに伴う退所が多く

重なり、例年になく波乱の１年で、稼働率は 96.1%となりました。(前年度は 96.６%)  人

材面ではデイサービスから介護士１名の受け入れもあり、また、山田荘への介護士１名の異

動など、人事交流を活発にして人材確保をしております。人材紹介会社からは常勤介護士１

名と非常勤看護師１名の紹介を受けました。介護職員の退職は準職員が 2 名のみで、比較

的人材面では落ち着いていました。 経常収支も約 809 万円(前年の 704 万円)に比較する

と向上しました。(うち補助金収入は約 335 万円を占めます) １月には第三者外部評価を

実施しました。 

《藤田荘短期入所生活介護事業所》 (平成 19 年 10 月 1 日開設) 

  昨年度の利用率 65.5%に比較すると、今年度は 70.8％と上昇しました。経常収支も、531 万

円と前年の 443 万円に比べると向上しました。(うち補助金収入は約 59 万円を占めます) 

異動でデイサービスから常勤の介護士１名を受け入れ、退職者もありませんでした。サービ

スの質も向上し、利用者の満足度も上がって来ていると思います。 

《藤田荘認知症対応型通所介護事業所》 (平成 19 年 10 月 1 日開設) 

利用者は要介護３以上の方が 50%です。年間の新規利用者数は８名で、利用中止者は 2 名で

した。(中止理由の内訳は 2 名ともグループホーム入所) 経常収支は、1,200 万円とほぼ前年と

同様となりました。(うち補助金収入は約 81 万円を占めます) 人材面では、小多規から常勤

の介護士１名がデイサービスに異動となりました。非常勤の看護職員を採用できました。地域と

の相談窓口をデイに設けており、また地域交流として「カフェ藤田荘」を開催し、地域と良好な

関係を結んでおります。 

《藤田荘小規模多機能型居宅介護事業所》 (平成 19 年 10 月 1 日開設) 

  要介護登録者数２０名以上(要支援者は別)が本年度の目標でしたが、実際は利用者登録者数

が平均１８名 (要支援利用者を含めての数)と昨年度の２０名より低下しました。年間の新規利用

者数は８名で、利用中止者は９名でした。(中止理由の内訳は施設・老健・病院入院は 7 名でした)  

経常収支はマイナス約 9 万円と昨年のマイナス約 450 万円と比べて、大幅に改善出来ました。(こ

のうち補助金収入は約 76 万円を占めます) また、新卒採用も１名あり、人材紹介会社の紹介手

数料支出はゼロでした。常勤看護職員１名が採用できたほか、デイサービスへ常勤介護士１名が

異動するなど、職員員数(人件費)の適正化を検討して収益改善を図ってきました。３月には「外部

評価」を運営推進会議メンバーによって実施し、おおむね良好の評価を頂いております。 



〇　特別養護老人ホーム藤田荘  (短期入所含む)

1,定　員　　特別養護老人ホーム　29名，　　短期入所　5名

2,入居者(利用者)の状況      

月別 利用者実数平均（１日/人） 延利用者日数（人）

4 月 29.8 894

5 月 29.0 899

6 月 29.4 883

7 月 29.3 909

8 月 29.6 917

9 月 27.4 823

10 月 28.3 876

11 月 29.2 877

12 月 28.5 885

1 月 28.5 884

2 月 28.6 802

3 月 28.2 874

計 平均28.8 10,523

（２）利用者の介護度　　　　　　　 平均 3.8 (昨年度4.1)

（３）利用者の年齢　　　　　　　　　高 103歳　　　低 73歳　　　平均 87.9歳  (昨年度90歳)

（４）利用者の男女別数    　　　　（男） 5名　　　（女） 24名　　　　計   29名

（６）待機者の状況 　38　名

リハビリクッキング

誕生日会

4 月

5 月

6 月

7 月

8 月

9 月

10 月

11 月

12 月

1 月

2 月

3 月

4、地域交流他の状況
定 例 都六区お出かけサポートに車両貸出(延べ11回)

４・7・10・2月

６・9・3月

８月

１０月

１１月

１２月

２月

地域の「大曲夏祭り」に参加

大曲地区防災訓練に参加

他施設への見学 地域密着型特養「古新田げんき」、「白樺」

大曲ファミリーパークでの集会への参加

玉野ハローワーク面接会 延べ5回参加 (玉野山田荘と合同開催の面接会)

延べ11回参加 (理事会・地域密着施設部会、予算策定委員会等)

延べ３回(演説会等)

博愛会Web会議７回、博愛会・労災病院看護師来荘2回、地域連携推進研修への参加３回

家族会大掃除実施

岡山県老施協会議への参加

病院等との連携

焼肉ランチ、クリスマスリース・ブーツ作り、クリスマス会、第1回消防訓練、百寿お祝い

ひな人形作り

節分巻き寿司作り、施設内不在者投票、第2回目消防・防災訓練、生け花教室、お菓子パーティ

大曲環境保全組合より「プランターの花」寄贈

社団法人MOAによる、生け花+花瓶の提供、施設内に展示

ミニ敬老会、喫茶会

外出支援(深山公演)、生け花教室、秋祭り、ハロウィンおやつ掴み取り、国勢調査

夏祭り飾り作り、入居者健康診断、第１回防災訓練(灘崎荘へ避難)、てるてる坊主作り、七夕短冊作り

延べ22回開催

75

88

※昨年比、年間957人より延べ利用者数78人増。(稼働率70.8%)

鯉のぼり作り、外出支援(自宅へ・かえでカフェ)、後楽弁当

3.1

※昨年度10,615人より92人減。(稼働率96.1%)

かき氷作り、おはぎ作り

書初め、新年会・健康祈願祭(藤田神社)、おやつバイキング、だるま制作

花を咲かせようゲーム、生け花教室、散歩外出

2.6

平均 2.8

3.3

七夕会、七夕短冊作り、夏祭り、スイカ飾り作り、スイカ割り、施設内不在者投票、生け花教室、ドライブ

1,035

外出支援(かっぱ寿司)、運動会

おやつ作りを入居者参加型で各ユニットで延べ32回実施

3.3

2.9

延利用者日数（人）

2.8
95

87

2.9

2.8

101

2.1

822.6

3、各種主要行事等の実施状況

103

毎月の行事

※(年度末時点での数値)
（５）入退居の状況　　        　　　退居者  12名 (※退居者のうち５名は病院入院により退所)      新入居者　12名

2.4

3.2

ショートスティ(特例1床を減じ満床4床で計算)

89

利用者実数平均（１日/人）

特別養護老人ホーム(特例1床を含み30床で計算)

（1）利用者数及び延利用者数

86

66

85

78

藤田荘第２回消防訓練に、岡山市消防局大曲分団より4名の団員と地元の方１名が参加

大曲道通神社祭礼に参加



5、職員の配置現況　(短期入所含む)

24名

3名

7名

計 34名

小計

正職員 1名

準職員 1名

正職員 0名

準職員 2名

正・準職員

正職員

育休復帰 正職員

6、委員会等の開催状況 (年 間)

6回開催

12回開催

11回開催

10回開催

4回開催

7、外部研修の実施状況　(施設外での研修)

職　　種 受講人数

8、施設内研修の実施状況　(外部講師等による施設内での研修)

4/15

5/21

6/1６、30

10/15

11/5

12/10

12/18

1/21

1/28

2/18

3/1４、1７、
21、28

5/24

9/10

12/15

1/19

山田荘へ(介護職員)異動

1名

2名

2名 デイから(介護士)1名受け入れ

１名

9.その他の事項

異動・応援

看護師

常勤2名、非常勤１名(常勤換算数2.5人)

常勤17名、非常勤7名　常勤換算20.6人 (※職員1名に対して利
用者1.65人の配置)　※昨年度常勤換算18.2人)　(うち介護福祉
士13名)

 介 護 職 員　

 各職種常勤7名 (医師１名は非常勤)

0名

延べ43人

入所判定委員会

1名

第三者委員会1回、調整会議12回

看 護 職 員

※(年度末時点での集計)

1名

事故防止委員会

管理栄養士

第三者委員会1回開催

※ 上記採用者2名のうち、紹介会社からの採用者数(2名)

栄養サポート委員会

研修内容   (研修名、キーワード記載)

苦情処理委員会

11回開催

運営推進委員会(5・７・9・11・1・3月)

感染・褥瘡予防委員会 9回開催

※ 年度内採用・退職・異動の状況

介護職員、
事務職、ケ
アマネ、相
談員、栄養

士等

ユニットリーダー研修、新卒採用研修、生産性向上セミナー、社保説明会、老施協研究発表会、高齢
者の皮膚疾患、BCP見学ツアー、地密施設部会研修会、穏やかな看取り、施設での看取り、口腔ケア
研修会、認知症の専門的理解、障碍の理解、国勢調査説明会、認知症症状に合わせたレクレーショ
ン、認知症の予防と対応、薬の基礎知識、不調の訴えに対する対応と観察眼、ノーリフティングケア、
ICT・DXセミナー、防災福祉対応力向上研修、安全運転管理者研修、地密施設部会実践発表会・意
見交換会、障碍のある人の脳トレ・レクレーション、高齢者と低栄養、リスクマネージメント研修、介護支
援専門員実務者研修、高齢者施設における虐待防止研修、安全対策担当者研修

身体拘束廃止・虐待防止委員会

行事委員会

ユニット内栄養サポート委員会

介護職員

0名

　講師 旭川荘厚生専門学院　７名参加

施設長・生活相談導員・介護支援
専門員・機能訓練指導員・管理栄
養士・事務員・医師

採用

退職

感染委員会研修 6回開催

「拘縮予防の介護技術」

「記録の仕方」

「介護過程に基づく生活支援技術の実宣」

講師　 (株)光洋　２５名参加

講師　岡山市人権推進課　１０名参加

講師 藤田荘看護師　７名参加

講師  岡山県介護労働安定センターPT　８名

講師  岡山県介護福祉士会　８名参加

「医療・福祉現場におけるコンプライアンス(虐待防止)」

「介護職の倫理の実践的理解と展開」

講師 中国短期大学　８名参加

講師 岡山県グループホーム協会　７名参加

講師 岡山県社会福祉士会　７名参加

講師 岡山県介護福祉士会　７名参加

「オシメの充て方研修」

「人権研修」

「医療行為と吸引・酸素・緊急対応」

第三者外部評価実施(評価者：社会福祉法人白樺管理者による)

「終末期ケア～その人らしい最後に」(看取り研修) 講師 藤田荘看護師　２４名参加名

玉野のぞみ園より障碍者雇用施設見学あり(４名)

認知症サポートの会「にしにんスマイル」に入居者の折った折り鶴提供する。

認知症サポートの会「にしにんスマイル」より折り鶴を使った壁飾りの提供を受ける。

「介護事故はなぜ起こるのか」

「介護職員のための認知症ケア研修」



１．利用者の状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 月平均

19 19 19 21 19 18 19 19 18 18 18 17 224 18

2.8 2.8 2.7 3 2.8 2.7 2.6 2.6 2.5 2.5 2.4 2.7 32.1 2.6

223 258 258 258 220 224 262 249 249 227 267 287 2982 248

90 101 91 101 73 83 77 72 59 73 65 105 990 82

99 111 110 90 73 86 126 121 121 121 139 128 1325 110

実施月

４月

５月

11月

２月

〇 藤田荘小規模多機能型居宅介護事業所(介護予防含む)
登録人数　　２５名　　　　　　　　通い定員１５名　　訪問（随時）　　宿泊定員5名（＋緊急時３名）

(１)利用者数及び延べ利用者数

登録者数

利用者介護度

通いサービス利用者

訪問サービス利用者

宿泊サービス利用者

前年度比⇒登録者数20→18（減）、介護度2.3→2.6。通い276→248(減）、訪問65→82（増）、宿泊110→110

 (２) 利用者の介護度　　    　　　平均　２．７　

（３）利用者の年齢　　　　　　　　　最高　１００歳　　　　　最低　７3歳　　　　　平均　85歳

（４）利用者の男女別数　　　　　　（男）　3名　　（女）　１４名　　　　※年度末時点での数値

２．職員の配置状況

常  勤
管理者1名(介護支援専門員・看護職員兼務)、介護支援専門員1名(介護士兼務)、
介護職員6名（うち介護福祉士1名）、看護職員１名

14名
(常勤換算
12.8名)非常勤 5名

採   用 介護職員2名(うち新卒１名)、看護職員（正職員１名） 3名

退    職 介護職員２名(正職員1名、非常勤１名) 2名

異動・応援 藤田荘デイサービスへ １名

育児休業 復帰者２名 2名

３．各種行事の実施状況
行事企画 実施日 行  事  内  容

お花見 ４日 花見弁当・深山公園へ花見・記念撮影

ネイルの日 ２４日 美容セラピー・記念撮影

6月誕生日会
６月

５日 ケーキ作り・バースデイカード・プレゼント・歌・記念撮影

客前料理 11日 お好み焼きを食す・記念撮影

七夕まつり
7月

９日 風鈴に短冊を・プラネタリウム鑑賞・写真撮影

7月誕生日会 ２２日 ケーキ作り・バースデイカード・　プレゼント・歌・記念撮影

手作りおやつ
８月

８日 頂いたスイカを使用してカキ氷を食べる・記念撮影

８月誕生日会 ２０日 ケーキ作り・バースデイカード・プレゼント・歌・記念撮影

９月誕生日会
９月

４日 ケーキ作り・バースデイカード・プレゼント・歌・記念撮影

敬老会 １３日 敬老祝い・敬老御膳を食す・記念撮影・演芸鑑賞

運動会
10月

６日 綱引き、だるま運び、パン食い競争・写真撮影

１０月誕生日会 ２２日 ケーキ作り・バースデイカード・プレゼント・歌・記念撮影

１１月誕生日会 １３日 ケーキ作り・バースデイカード・プレゼント・歌・記念撮影

12月誕生日会
12月

１６日 ケーキ作り・バースデイカード・プレゼント・歌・記念撮影

クリスマス会 ２４日 クリスマスケーキ作り・音楽療法士との演奏会・プレゼント・記念撮影

正月を祝う

1月

１～２日 新年のあいさつ・おせち料理・福笑い・書初め・かるた遊び・記念撮影

１月誕生日会 ９日 ケーキ作り・バースデイカード・プレゼント・歌・記念撮影

新年会 １４日 職員によるかくし芸・記念撮影

初詣 １５日 興除神社へ・記念撮影

節分 ３日 巻きずし作り・紙芝居・豆まき・記念撮影

ひな祭り
３月

３日 ひなあられ、ひな祭りの由来・歌・ゲーム、記念撮影

３月誕生日会 ２６日 ケーキ作り・バースデイカード・プレゼント・歌・記念撮影



6月 １２月

7月 １月

8月 ２月

１１月 ３月

４月 10月

9月 １１月

10月 １２月

藤田「遠藤ぼたん園」へボタンの花の観賞に行く。 藤田公民館芸能発表会を観覧

ファーマーズマーケット見学

第一藤田小学校の運動会に参加

「介護職員の為の認知症ケアの研修」・「医療・福祉現場に
おけるコンプライアンス～虐待」・身体拘束防止・実践編」

感染・褥瘡研修 「介護職の倫理の実践的理解と展開」

ハラスメント研修（灘崎荘）・感染委員会研修・「カス
タマーハラスメントについて」（冨山荘）

「虐待防止・BCPについて」

４・職員研修実施報告

（施設内）

食中毒予防について・　BCＰ研修（Weｂ）
「介護過程に基づく生活支援の実践」・「介護現場で役立つ
リスクマネジメント」

法人人権啓発研修

大曲地区地域防災訓練に参加

（施設外）

「岡山県福祉・介護職員合同入職式」
「薬の基礎知識」・「高齢者の不調の訴えに対する対応のポ
イントと観察眼」・「拘縮予防の介護技術」

「認知症の症状に適したレクリエーション」・「発達と
老化の理解Ⅰ」

「介護技術基礎（観察と記録）」・「記録のしかた」・「トランス
ファー移動・移乗」

「薬の基礎知識」・「高齢者の不調の訴えに対する
対応のポイントと観察眼」・「拘縮予防の介護技術」

介護技術基礎（口腔ケア）

３月 藤田公民館文化祭に参加８月 大曲地区納涼夏祭り大会に参加

５．地域交流等の状況
４月

11月 おかやまマラソン応援、どんぶらこ祭り参加〃

〃

成　　　　果

A.事業所自己評価の確認 職員の意見を取り入れ、全員が外部研修へ参加することができた。

B.事業所のしつらえ・環境 施設周辺や来客の際には積極的に声かけや挨拶ができた。

９月

６.その他の事項

５月

F.事業所の防災・災害対策 地域の防災訓練、事業所の防災訓練ができた。

※３月の運営推進委員会を通じて、「小規模多機能型サービス外部評価」を実施

C.事業所と地域のかかわり 地域の行事等の活動状況を運営推進会議で知り、参加することができた。

D.地域に出向いて本人の暮らしを支える取り組み 本人の住む地域の社会資源の活用を継続することができた。

E.運営推進会議を生かした取り組み 構成委員の方からの報告や情報を聞き、話し合うことができた。

評  価  項  目



〇　藤田荘認知症対応型通所介護事業所(介護予防含む)

1、　定  員  　　12名

2、利用者の状況
(1)利用者数及び延べ利用者数

月別
4 9.2

5 8.9

6 9.3

7 9.2

8 10.9

9 11.0

10 11.0

11 11.2

12 11.1

1 10.3

2 10.6

3 10.2

小計 10.2

（２）利用者の介護度　　　　　　　 平均 2.36

（３）利用者の年齢　　　　　　　　　最高　95　歳　　　最低　66　歳　　　平均   85.6　歳

（４）利用者の男女別数    　　　　（男）　5　名　　　（女）　16　名　　　　計　21名 ※(年度末時点での数値)

3、各種主要行事等の実施状況
月　別
毎月 手作りケーキとお手製プレゼント

4月 深山公園、遠藤ボタン園

7月 七夕飾り作り、七夕劇、カリンバ演奏

8月

9月

10月 玉入れ、パン食い競争、棒倒し、スリッパ飛ばし

11月 お神輿行列

大曲老人クラブボランティア協力

ゲーム、手品、ダンス、エプロンシアター、ハンドベル

1月 藤田神社

2月 鬼退治ゲーム、恵方巻作り

3月 ひな壇飾りゲーム

4、地域交流他の状況
毎月１回、藤田大曲地区の高齢者の買い物支援を行っている。
北児島ケアネット運営委員会に参加
大曲道通神社祭礼に参加
大曲地区防災訓練に参加、藤田中学校２年生職場体験受け入れ
南区西福祉地区支え合い推進会議に参加
藤田文化祭見学

地域の方のから、手作業用の牛乳パック、使用済タオル、七夕の笹などの提供を受ける。

6、職員の配置現況 ※(年度末時点)

1

9
1
1

計 12名

　採用者2名(看護職員・理学療法士)・退職者１名(あんまマッサージ師)、小多規より介護士1名(常勤)受け入れ

7、職員外部研修の実施状況　(施設外での研修)
職　　種 受講人数研 修 内 容   

３月

※ 年度内採用・退職の状況

１２月・２月

常勤、生活相談員・介護士兼務

5、ボランティアの受け入れ

９月　見守りボランティア(１週間)受け入れ

その他

看護職員 非常勤１名

一日平均利用者数
（人）

ウクレレ演奏と歌のショー、浴衣美人コンテスト、ヨーヨー釣り、射的、すいか割り

非常勤1名(理学療法士)

管理者

介護職員

機能訓練指導員

常勤１名(生活相談員兼務)、非常勤8名(常勤換算4.1名、うち介護福祉士3名)

延利用日数（人）

初　詣

節分祭

定例

10月

ひな祭り

お飾り作り

敬老会 銭太鼓、ダンス、手品

秋祭り

12月
クリスマス会

7月・11月・3月

240
0

0

七夕会

夏祭り

11月

2

0

14

2

実利用者数

2

2

17

18

介護予防通所介護事業

延利用日数（人） 実利用者数

0

0

8

2

1

1

2

2

4

3

13

16

18

21

20

20

20 269

11

12

11

10

23919

介護保険通所介護

19

19

21

239

229

246

276

250

282

行　事 内　　　　　　容

(※昨年は利用者なし)

256

236

2780

(※昨年と比較して202人増)

「栄養と食支援」、「介護職の倫理の実践的理解・展開」、「虐待防止」、「感染症防止」、「防災研修」、「ケア
プランデーターシステム」、「リスクマネージメント」、「記録の仕方」、「ハラスメント防止」、「食中毒予防」

延べ33人
介護職員等
(キーワード)

運動会

16 86 228 3040

誕生日会

お花見他



（玉野山田荘関係） 

《特別養護老人ホーム玉野山田荘》（平成 26 年 8 月 1 日開設） 

 

令和 7 年度の入退居の状況は、新入居者 20 名（前年度 27 名）で、その内訳は医療機関

が 17 名、老健等からの施設から入居が 2 名、在宅 1 名でした。一方、退居者 20 名（前年

度 27 名）でした。年度末における平均介護度は 3．71（前年度 3．73）平均年齢は 86.5 歳

（前年度 86.6 歳）と前年度と比較すると少しですが軽度化しています。入居率 97.6％、総

利用者数 21,394 名＋空床ショート利用者 11 名、合計 21,405 名（前年度 20,990 名）前年

度比として 415 名増えています。 

 

職員の入退職の状況は、退職者 9 名：内訳ですが、常勤 4 名、時間給職員 5 名、前年度は

退職者 8 名（常勤 5 名、時間給職員 3 名）でした。入職者 5 名：内訳ですが正職員 4 名

（介護職員 3 名・管理栄養士 1 名）、時間給職員 1 名（軽作業職員 1 名）を採用し、今現

在、働かれている職員を大切にし、職員同士が会話し易い環境（定期・随時での職員面談を

密にして不安要素の排除）作りに努めます。 

 

施設内の教育体制については資格修得に努めます。介護福祉士 1名、認知症実践研修１

名、株式会社光洋でのオシメマイスター3名習得、災害に対する対策：地域との災害協力連

携を考え、白石地域自主防災会へ参加及び避難訓練（火災・地震に備え lineworksの活用を

含め実践形式にて活用）を定期的実施（事業継続計画：ＢＣＰの対応）、感染症対策（事業

継続計画：ＢＣＰの対応）の研修年 2回、身体拘束（虐待防止含む）の研修年 2回、事故防

止（医療的ケア含む）の研修年 2回、看取りケアの研修年 1回の委員会活動に準じた内部の

研修を実施、専門的な知識を補うために、施設内での外部講師研修を招いた他、外部の研修

も個別に取入れて行きましたが、さらなる学習や周知が必要と感じています。又、入居者の

クラブ活動等にも力を入れ、外部者を招き入れ音楽療法月 3回、音楽クラブ月 1回、習字ク

ラブ月 1回実施、職員対応では園芸クラブを随時開催しています。地域交流としては、春・

秋の町内清掃の参加、夏祭り参加（山田小学校）、胸上八幡宮の宮司より健康祈願祭をパブ

リックスペースで開催する事が出来ました。 

尚、空床を迅速に入居移行する事を目的として生活相談員と共に社協や居宅事業所、病院

等の地域連携室への営業活動を今年度も密に行いつつ、自治会等に出向き、玉野山田荘の施

設概要等の説明や施設見学への取組を行います。 

 

 

《玉野山田荘短期入所事業》（平成 26年 8月 1日開設） 

 

令和 3 年 11 月 1 日より、特養の空床型ショートを再開しています。空床型ショートなの

で、特養入居者で入院期間が長期になる場合等に活用を計画致しますが、令和 7 年度は 1 名

（11日間）の方が利用致しました。本年度も昨年同様、利用可能な状況時には、迅速な対応

を行います。 



○ 特別養護老人ホーム玉野山田荘 

 

１．特養入居者定員 60 名  短期入所 空床入居（入院者の居室を利用） 

２．入居者（利用者）の状況 

（１）入居者数及び延入居（利用）日数 

 入 居 部 門 短 期 入 所 部 門 

月別 入居者数(名) 延入居日数(日) 利用者数(名) 延利用日数(日) 

  4       59 名 1,750 0 0 

  5       59 名 1,817 0 0 

  6       60 名 1,786 0 0 

  7       59 名 1,833 0 0 

  8       56 名 1,792 1 1 

  9       58 名 1,674 1 10 

 10       60 名 1,834 0 0 

 11       58 名 1,800 0 0 

12       58 名 1,813 0 0 

 1       59 名 1,816 0 0 

 2       59 名 1,661 0 0 

 3       58 名 1,818 0 0 

合計 703 名 21,394 2 11 

（２）令和 7 年度入居者及び退居者（短期入所除く）（以下、令和 8 年 3 月 31 日現在） 

入居者 20名 

 

(在宅 1名/医療機関 17 名/施設 2名) 

退居者 20名(逝去 12名/医療機関 7名/ 

在宅 0 名/老健 0 名/特養 0 名/グループ

ホーム 1名 

（３）入居者の介護度    

平均介護度 3.71   （5= 12名、4= 25名、3= 15名、2= 7名） 

（４）入居者の年齢          

最高齢 99 歳（1 名）女性 最年少 65 歳（1名）女性 平均 86.5 歳 

（５）入居者の男女別     

男性 15名 女性 44名 計 59 名 

３．令和 7 年度 行事等の実施状況 ４. 地域ボランティア受入れも含む 

内容 時期 場所 ユニット 

花見ドライブ 

出張料理（天ぷら） 

買い物 

４月 

屋外 

地域交流スペース 

外出 

2 階 入居者 

1 階 入居者 

1 階 入居者 

イギリス庭園散策と外食 

お茶会 

おやつ作り 

焼きそばパーティー 

しそジュース・しそおにぎり食べる会 

５月 

外出 

地域交流スペース 

ユニットホール 

セミパブリック 

屋外 

2 階 入居者 

全  入居者 

2 階 入居者 

2 階 入居者 

1 階 入居者 



出張料理（茶そば・いなり） 

買い物(ファーマーズマーケット) 

外食と買い物(プラッツ藤田) 

６月 

セミパブリック 

外出 

外出 

2 階 入居者 

1 階 入居者 

2 階 入居者 

そうめん流し ７月 屋外 全  入居者 

夏祭り（町内行事） 8月 外出 1 階 入居者 

敬老会 ９月 セミパブリック 全  入居者 

たこやきパーティー 

出張料理（助六寿司） 

ハロウィンパーティー 

秋のミニ運動会 

獅子舞・神輿 

10月 

屋外 

セミパブリック 

ユニットホール 

セミパブリック 

セミパ・地域交流 

1 階 入居者 

2 階 入居者 

全  入居者 

全  入居者 

全  入居者 

出張料理（にぎり寿司） 

いも煮 
11月 

セミパブリック 

セミパブリック 

2 階 入居者 

2 階 入居者 

紅葉ドライブと買い物(深山→ダイキ） 

クリスマス会 
12月 

外出 

ユニットホール 

1 階 入居者 

全  入居者 

正月行事 

おやつ作り（ミニドーナツ） 

健康祈願祭 

1月 

ユニットホール 

ユニットホール 

セミパブリック 

全  入居者 

2 階 入居者 

1 階 入居者 

出張料理（おでん） 2月 ユニットホール 1 階 入居者 

セレクトおやつ 3月 ユニットホール 2 階 入居者 

 

白石地域班長会 ４/13 

白石地域自主防災会 

防災委員会 
 4/20 

白石自治会 総会 4/27 

春の地区内清掃 ６/8 

山田地区 夏祭り 8/13 

白石自治会 班長会 ９/7 

秋の地区内清掃 10/5 

白石地区自治会防災会役員会 10/26 

白市地区自主防災会避難 11/16 

 

５．実習生等の受け入れ状況 

R7 年度 無し 

 



６．広報・啓発活動 

随時 施設見学受け入れ、パンフレット配布、 

 

７．職員の配置状況                    

（１）職種及び配置状況                （令和 8 年 3 月 31 日現在） 

事務（管理者含む） 看護職員 生活相談員 管理栄養士 機能訓練員 

   2.3 名      4.5 名      1.3 名      2 名      1 名 

介護支援専門員 介護職員 介護短時間職員 洗濯・掃除・シート交換 管理当直 

      1 名 20 名 7.5 名 2.8 名      0 名 

 

（２）全体数と平均年齢 

職員全体数 計 50 名（男性 10 名 女性 40 名）（介護職員＝男性 6 名 女性 25 名） 

平均年齢 全体＝  52 歳     （介護職員平均＝50 歳）       

 

（３）令和 7 年度の採用者及び退職者 

採用者数 5 名 (短時間含む) 退職者 9 名（正職員 4 名 時間給職員 5 名）  

 

８．職員研修等の参加状況（施設内の研修） 

 

 

 

 

  

 

９．職員研修等の参加状況 

（施設内外部者研修） 

施設での安らかな看取りケア 岡山県介護福祉士会 全職員対象 

救急搬送に係る講習会 玉野市消防署 全職員対象 

認知症ケアについて 岡山県 GH 協会 全職員対象 

記録について 岡山県介護福祉士会 全職員対象 

口腔ケアについて プライムケア 全職員対象 

 

（施設外の研修） 

認知症介護基礎研修 オンライン 介護職員 

身体拘束適正化 オンライン 相談員・介護職員 

嚥下障害の早期発見 オンライン 管理栄養士 

認知症の人とのかかわり方 岡山ふれあいセンター 介護職員 

観察と記録 情報収集の視点 ウェルポート灘崎 介護職員 

高齢者に多い皮膚症状とスキンケア ウェルポート灘崎 介護職員 

高齢者疾患の特徴 西ふれあいセンター 介護職員 

感染対策及び褥瘡予防   （定期開催） 

身体拘束及び虐待防止   （定期開催） 

事故防止及び医療的ケア  （定期開催） 

看取りケア        （定期開催）  

業務継続計画（BCP）   （定期開催） 



誤嚥性肺炎を予防するために 岡山ふれあいセンター 介護職員 

感染症対策リーダー研修 岡山県看護会館 看護師 

緊急時・事故対応 西大寺ふれあいセンター 介護職員 

チームコミュニケーション 岡山ふれあいセンター 介護職員 

認知症介護実践研修 ウェルポート灘崎 介護職員 

認知症ケア・実践の回想法 岡山ふれあいセンター 介護職員 

トランスファー移乗・移動について 岡山ふれあいセンター 介護職員 

施設で工夫している献立・作成方法 オンライン 管理栄養士 

公正採用選考人権啓発推進員について 倉敷芸文館 施設長 

不調の訴えに対する対応・観察眼 ウェルポート灘崎 介護職員 

施設で疥癬が発生したら 岡山博愛会病院 看護師 

こころと体を動かすコツ 西大寺ふれあいセンター 介護職員 

感染症の予防と対策 南ふれあいセンター 介護職員 

災害対策シンポジウム コンベンションセンター- 機能訓練指導員 

看取りにおける多職種連携について 西大寺ふれあいセンター 介護職員 

地域密着型部会 実践発表会 岡山県生涯学習センター 施設長・相談員 

高齢者施設での看護（感染編） オンライン 看護師 

備前保健所感染対策研修会 オンライン 看護師 

カスタマーハラスメントについて 富山荘 相談員 

障害への理解 南ふれあいセンター 介護職員 

高齢者施設での看護（救急編） オンライン 看護職員 

排泄ケアについて 岡山ふれあいセンター 介護職員 

介護技術の基礎知識について 岡山ふれあいセンター 介護職員 

認知症の人とのかかわり方 ウェルポートなださき 介護職員 

看取り研修 ウェルポートなださき 介護職員 

高齢者施設で役立つ感染対策 岡山大学 看護師・介護職員 

フットケアについて 宮浦荘 看護職員・機能職員 

高齢者の権利擁護と虐待防止 藤田荘 介護職員 
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 (宮浦荘関係 )    

 

《特別養護老人ホーム宮浦荘》（平成 31年 4月 1日開設）  

令和 7 年度のご利用者の平均介護度は 3.8（前年度 3.6）、平均年齢は 89.5 歳（前年

度 89.5 歳）でした（ともに令和 8 年 3 月 31 日時点）。また、令和 7年度中の入退居者

は、入居者 8 名（前年度 13 名）、退居者 7 名（同 11 名）となりました。平均介護度も

少しですが上がっています。今年度も認知症の症状が重い方が増えている傾向となって

おります。上半期の入居率平均 96.93%、下半期は 96.42％（平均稼働率 96.67％、昨年：

94.9％）でした。当初目標値としていた稼働率までは到達しませんでしたが、昨年に比

べ平均稼働率はＵＰしています。今年度は、退居者の数も昨年に比べ減少し、また退居

から新規入居までの期間も少なくできたことが要因と思われます。待機者に関しても、

昨年のように声をかけても断られることが少なく早期の段階で入居される方が多かっ

たです。短期入所を再開したことで、特例入居者の確保や、短期入所利用後から特養入

居という流れが確立できていたことも考えられます。さらに、職員一丸となり稼働率

UPに向け取り組めたことも大きな要因の一つだと感じております。 

施設内の教育体制として、感染症対策委員会や BCP委員会、事故防止委員会等が主催

し、感染に関しては拡大を防止するための対策を中心に、BCP委員会は災害体験として

地域の方々と一緒に「地震体験」を実施しました。 

事故防止に関しては、転倒や内出血の事故件数が多かったため、職員の技術・知識の

向上を目指し外部講師に依頼し、移乗介助の基礎を再習得のため全職員へ研修を実施し

ました。排泄面に関しても、外部講師に依頼し排泄用品に関する研修を実施してもらい

技術・知識の向上を目指しました。その他、介護技術・知識のステップアップの為、全

職員に外部研修へ参加してもらいました。 

また、地域の方々と開催する地域運営推進会議を通して得ることのできた改善点等も

取入れ施設内の業務改善にも取り組みました。 

令和 7年度には、稼働率についても待機者の獲得を第１に考え、近隣の居宅介護支援

事業所や病院ソーシャルワーカーとの情報のやりとりを密にするとともに、現在交流の

ない南区・中区・東区の病院や居宅介護支援事業所へ新たな営業も増やし待機者・利用

率の向上を図ります。また、待機者を確保した上で入退居をスムーズに行えるように、

事前の入居意思の確認や入居調整の速さも考え実施していきます。 

人員確保の面では、紹介会社や派遣職員も活用し人員確保に努めてきました。しかし、

紹介会社から話があっても、採用にまで至らないケースが多い状況が多くありましたが、

今年度は 2名の職員を採用することができました。逆に、職員不足により業務も厳しい

状況ではありましたが、職員も踏みとどまってくれ退職者は 0名でした。令和 8年度も、

職員獲得のため就職フェア等への参加、ハローワーク・紹介会社を通じた求人や新卒職

員採用も含め再度検討していく予定です。 

入居者様の日常生活面では、コロナ感染やインフルエンザ流行の為、ご家族とのご面

会も中止していた中で、少しでも楽しんでいただけるように行事計画等立てていきまし

た。9 月・1 月と、獅子舞が施設に来荘し玄関先ではありますが、入居者の方々の前で
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舞を披露してくださり記念写真を一緒に撮ることができました。また、9月の敬老会で

は、コロナ渦で控えていただいていた、ご家族様にも出席していただき職員も含めお祝

いをすることができました。 

10 月、11 月には当法人評議員の奥山様にそば打ちを実演して頂いたり、フラダンス

ボランティアの方を受入れ入居者様の笑顔を見ることができました。 

 

《宮浦荘短期入所事業所》（令和 2年 1月 1日開設）  

令和 3年 4月 1日から休止していましたが、人員確保ができ令和 6年 9月 1日より営

業再開しました。令和 7年度利用率は上半期：44.3％・下半期：53.0％ 平均稼働率：

48.7％でした。当初の目標としていた稼働率までは達成していませんが、前年（下半期：

17.1％）と比較しても確実に UP してきています。相談員、リーダーを中心として職員

全員で利用者確保に努力をしています。リピーターを増やすため、様々な行事企画や受

入れ体制を考えると同時に、各居宅等の営業にも力を入れ利用率 UP に繋げていくよう

にしました。 

 

《宮浦荘通所介護事業所》（平成 31年 4月 1日開設）  

令和 7年度は上半期利用率：93.2％（介護・予防併せて）、下半期利用率：81.2％（同）

で平均稼働率：87.2％。昨年は、上半期：80.8％、下半期：85.1％でした。令和 7年度

上半期は、90％を超える稼働率を維持できました。しかし、下半期は特に利用回数の多

かった既存利用者の入院・施設入所等で利用中止者が多かったことが要因と考えます。

また、新規利用者の獲得も前年に比べ少なかったのが要因です。平均稼働率としては、

前年より UPはしました。 

利用者様へのサービスとしては、前年同様に一人ひとりに対する手厚いサービスを基

本として行うことを目標にしていました。サービス内容では「利用者が何を期待してい

るか」を職員全員で考え様々な事に取り組みました。 

職員個々に日々の稼働率に注意を払い、少しでも稼働率 UP のため、職員全員で利用

者確保に努力しました。その結果、4 月・5 月においては稼働率 100％をキープできま

した。その成果もあり、稼働率も上半期は上記の数字にまで UP できました。今後も、

現状で満足ではなく、特に利用者様の少なくなる下半期の稼働率 UP を目指し、新規利

用者の獲得等に努めていきます。 

事業所の教育体制としては、災害発生時をイメージした、「地震体験」研修や感染症

拡大防止のための研修を実施しました。また、介護技術の向上を目的に外部講師による

排泄研修や基本を再習得するための移乗介護技術研修等に参加しました。 

職員採用等に関しては、紹介会社より 1名の介護士を確保でき退職者は 0名で、人員

的には問題なく営業できました。 

また、前年のようなコロナ・インフルエンザ集団感染での営業中止ということはあり

ませんでした。 

 通所サービスにおける地域との関わりについては、地域の方にカラオケボランティア

として来ていただき、利用者様に披露していただきました。 
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≪ささえあいサロン宮ノ浦≫ 

令和 4 年 10 月よりコロナ禍にて休止していたももたろう体操を再開しました。毎週

土曜日に実施しており 1 回に 10 名程度の方が参加されています。その際には、通所介

護事業において、現在利用の少ない宮浦地区の方への声掛けを行い、利用に繋げようと

考えています。また、社会福祉協議会の方や包括支援センターの方々による高齢者向け

の出張講座等も定期的に開催しています。 

 さらに、令和 4 年 12 月から開始した、月 1 回宮浦地区の高齢者を対象とした、買い

物送迎支援（1 回に 2～5 名程度利用）も、独りでは買い物に行けない方には好評です

が、その時々で人数にバラつきがあります。まだ、地域内でも知られていない可能性も

あるため、地域内の担当者との連携を密にして利用者を増やしていければと考えていま

す。このサービスを通して地域の高齢者の方々に少しでも外出する機会を持っていただ

き、困り事があれば何でも相談していただける関係を築き地域に根ざした施設を目指す

ようにしていきます。 

  



○　特別養護老人ホーム宮浦荘

１．特養利用者定員　29名　　　短期入所定員　10名

２．利用者（入所者）の状況

　　（1）利用者数及び延利用者日数

利用者数（名） 延利用者日数（日） 利用者数（名） 延利用者日数（日）

４ 30 855 8 58

５ 30 916 8 68

６ 29 860 13 117

７ 30 912 12 151

８ 30 893 18 186

９ 29 886 15 149

10 30 914 19 141

11 30 861 15 125

12 29 887 16 135

１ 30 865 16 161

２ 29 808 13 180

３ 30 930 13 118

計 356 10,587 166 1,589

＊入所部門の利用者数は各月末時点での在籍者数（入院者を含む）。　

　　（2）令和7年度入所者及び退所者（短期入所を除く）　　（以下、令和8年3月31日現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　入所者　8名　　　　退所者　7名

　　（3）利用者の介護度　　　　　　　平均   3.8　

　　（4）利用者の年齢　　　　　　　　　最高　99歳　　　最低　78歳　　　平均 　89.5　　歳

　　（5）利用者の男女別数    　　　　（男）　5 名　　　（女）　25名　　　　計　30　名

３．主要行事等の実施状況

4月 花見ドライブ お花見弁当

5月

6月 誕生日会 昼食作り（炒飯）　 かき氷 火災時避難訓練

7月 七夕会 誕生日会

8月

9月 敬老会 おやつ作り（おはぎ）　　高嶋神社祭り（獅子舞鑑賞）

10月 客前料理（厨房） 焼きそば 外出行事（喫茶店） そば打ち

そば打ち 地震体験（職員・地域住民対象）

12月 クリスマス会 火災避難訓練

1月 初詣ドライブ

2月 節分豆まき 誕生日会（プリン・パフェ）　　　クッキング（たこ焼き・パンケーキ）

3月 ひなまつり 誕生日会（どら焼き）お花見ドライブ おやつ作り（ぼたもち）

月
入　　所　　部　　門 短　期　入　所　部　門

夏祭り（かき氷・綿菓子・ベビーカステラ）  　　誕生日会

さつま芋収穫祭（さつま芋ご飯）　客前料理（おでん）　さつま芋白玉ぜんざい

誕生日会外出　　どらやき作り

クッキング（たこ焼き・抹茶蒸しパン）　　　　コーヒー・ケーキ喫茶　　　

11月

‐　　　　　‐



４．地域・その他との交流の状況

　　支えあいサロン宮ノ浦でももたろう体操に参加し町内の方と交流をする。

　　支え合いサロン宮ノ浦にて買い物送迎支援サービスの開始（令和4年12月より、地域の独居

　　高齢者や虚弱高齢者を対象に実施）

５．実習生等の受け入れ状況

　　受け入れなし

６．ボランティアの受け入れ状況

７．広報・啓発活動

　　・施設パンフレットの配布

　　・介護サービス情報公表制度による事業内容の公開

８．職員の配置状況（令和8年3月31日現在）

　　常勤職員　　　　25名（介護士17、看護師2、介護支援専門員（介護士兼務）1

　　　　生活相談員・管理栄養士・機能訓練指導員・事務員各1、施設長１））

　　非常勤職員    　 3名　（介護士1、環境整備2）

９．委員会等の開催状況

10．職員の研修等の参加状況

　　　（５）給食委員会　　　　　　毎月開催　　

　　　（６）行事委員会　　　　　　2か月ごとに開催

　　　（７）入所判定委員会　　　年１回開催　　

　　　（2）感染防止委員会

　　　・感染防止委員会にて手洗い研修・感染症発生時の防護服着用についての研修

　　宮浦町内の高嶋神社獅子舞鑑賞（宮浦荘へ獅子が来所し玄関先にて舞を披露していただく）

　○施設内研修（テーマ別研修）の実施状況

　　　（1）拘束・虐待委員会　　　

　　　（3）事故防止委員会　　　　　　　

地域の方によるフラダンスボランティア　　　　そば打ちの実演ボランティア

　　　・BCP委員会にて「地震体験」研修の実施　　災害発生時机上訓練の実施

　　　（４）BCP訓練

　　　（４）BCP委員会

　　　（1）身体拘束及び虐待予防　　

　　　（2）感染対策及び褥瘡予防　　　　　年２回開催　　

　　　（3）事故防止　　　

  　　・事故防止委員会にて事故報告書記入の仕方研修・福祉用具の活用も含めた基礎移乗研修

　　　・身体拘束防止委員会にて、身体拘束の種類や基本的な考え方のための研修

３ヵ月ごとに開催

‐　　　　　‐



　　　・接遇研修　（新人研修と兼ねて法人内にて外部講師招き実施）　　介護士

　　　・褥瘡予防研修ポジショニング　（外部講師を招き実施）

　　　・災害研修（南海トラフ地震について外部の防災士を招き実施）

水害訓練　　２回

　　　・排泄研修（パット・オシメの種類や当て方等：外部講師を招き実施）

　○その他　　　消防・防災（消火、避難）訓練　　2回

　○外部研修への参加状況

　　　・スッキリわかる社会保険制度　　事務職員

　　　・ハラスメント研修（法人内にて各拠点の担当者が参加。社労士の方を招き講義形式で開催）

　　　・感染予防研修（食中毒について外部講師を招き研修）

　　　・岡山ふれあい公社主催：介護士ステップアップ研修　各講座に参加

‐　　　　　‐



○宮浦荘 通所介護事業所

１．利用者の推移

開所
日数

利用者数
（名）

延利用
日数（回）

1日平均
利用者数（名）

開所
日数

利用者数
（名）

延利用
日数（回）

1日平均
利用者数（名）

4 26 7 68 2.6 26 34 452 17.4
5 27 8 71 2.6 27 34 469 17.4
6 25 8 66 2.6 25 34 408 16.3
7 27 8 76 2.8 27 34 420 15.6
8 26 8 70 2.7 26 33 377 14.5
9 26 7 71 2.7 26 32 379 14.6
10 27 7 69 2.6 27 31 365 13.5
11 25 8 69 2.8 25 32 330 13.2
12 25 10 75 3.0 25 31 354 14.2
１ 24 10 66 2.8 24 30 318 13.3
２ 24 10 68 2.8 24 30 316 13.2
３ 26 12 70 2.7 26 30 354 13.6

計 308 103 839 2.7 308 385 4,542 14.7

　

令和7年度１年間での新規利用（登録）者数　 　　11名

17.6名

２．各種行事の実施状況

月

12
工芸・訓練 干支の貼り絵作り　　火災・水害避難訓練（利用者参加型）　

誕生日会、おやつ作り（スイートポテト）　抹茶会　　地震体験研修

1
外出行事

食事行事 食事会、誕生日会、おやつ作り（白玉ぜんざい・大根だき）

初詣ドライブ

正月あそび 福笑い、すごろく、かるた、書初め

7
七夕

11
外出行事

誕生日会9

敬老会

10 運動会・外出

誕生日会・おやつ作り

おやつ作り（抹茶蒸しパン）　　

6
誕生日会 誕生日会、　食事会　　　懐かし遊び　　抹茶会

おやつ作り おやつ作り（豆腐わらびもち）

4
外出行事 お花見ドライブ

誕生日会・おやつ作り 花見弁当、誕生日会、おやつ作り（いちご大福）

月

介護保険適用通所介護事業（介護予防） 介護保険適用通所介護事業（介護）

行事名 行事内容

年間平均利用者数（予防も含め）

カラオケ大会、ゲーム

おやつ作り おやつ作り（おはぎ）

食事会、誕生日会

5
誕生日会　　　節句会　　「あなたの夢叶えます」サービス誕生日会

七夕かざりつけ、短冊書き　　「あなたの夢叶えます」サービス

料理・おやつ作り 七夕食事会（お寿司）　誕生日会、おやつ作り（白玉あんみつ）

8
夏祭り ヨーヨー釣り、射的、輪投げ、かき氷、綿菓子、たこ焼き

誕生日会 食事会、誕生日会　　おやつ作り（クレープ）　　客前料理

おやつ作り

パン食い競争、玉入れ　 外出ドライブ　　

食事行事・おやつ作り バーベキュー大会、誕生日会、おやつ作り（月見団子）

紅葉ドライブ

クリスマス会　忘年会 ツリー飾りつけ、おやつ作り（バナナカップケーキ）、カラオケ



３．交流行事の実施状況 

　　 受け入れなし

４．実習生等の受入状況

　　実習生受け入れなし

５．ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの受け入れ状況 

６．職員の配置状況（令和8年3月31日現在）

常勤職員　　　　　　　　　 6名

非常勤職員・パート　　

0名

７．職員の研修等の参加状況

　○事業所内研修・訓練

施設内看護師による研修（食中毒予防について）

排泄研修（外部講師による正しいオシメの当て方・使い方）

食事会・おやつ作り（ホットケーキサンド）　　お花見ドライブ

外出行事 誕生日会・地域公民館へ文化祭の見学3

2

地域の方によるカラオケボランティア

＊デイサービス職員主催にて毎月、誕生日会を実施。

定期避難訓練（日中想定：12月23日実施：利用者参加）

派遣職員

2名

＊クラブ活動も定期的に開催し、書道・クラフト・園芸クラブ等実施。

地震体験研修（消防署防災管理課による研修・地域住民も参
加
                   　　　　　　　　　　　　　災害発生時机上訓練研修）

感染症対策訓練（手洗い研修・感染防護服の使用について）

誕生日会

ひな祭り　　試写会 記念写真・お雛様飾り付け　　　映画鑑賞

節分 豆まき、玉入れゲーム

食事行事・おやつ作り 客前料理、誕生日会、おやつ作り（チョコレートフォンデュ）



（ジョウ・キンダーガーデン関係） 

《企業主導型保育事業所ジョウ・キンダーガーデン》（令和 3年 9月 13 日開設） 

 

令和 7年度は、在籍児童 19 名＋一時保育上限 9名（年齢によって異なる）の定員でした

が、4 月から在籍児童 19 名の 100％、一時保育 4 名で約 64％の受け入れでスタートできま

した。令和 6 年度の卒園児が 3 名いたことや 4 月から認可保育園や幼稚園に移動する児童

がいたりしましたが、事前に 4月の定員が 19名になるように前年度の時点で見通しを立て

一時保育を受け入れておくことやＳＮＳを用いて空き情報を掲示したりしておくことで定

員 19名を４月から通年通して達成することできました。 

保育については、キャリアアップ研修の受講を進めたり、様々な研修に参加したりして、

保育士の「保育の質の向上」に繋がるようにしました。また、現場との面接をこまめに行

う事を心がけ、職員会議や管理者会議を定期的に行うようにしました。5 月には医師会の

移動会長室事業で感染症についての講義に参加させていただき、様々な助言をいただきま

した。その他にも、利用者の中にアナフィラキシーを持ったアレルギー児や障害児、喘息

発作がある児童が在籍しています。そうした児童の緊急的な対応がどの職員でもできるよ

うに、外部研修に参加し園内研修を行いました。児童にも保護者にも安心して預けること

ができる場所になるよう努めています。 

病児保育については、令和 6年度より承認を受け、今年度は 47名という利用人数になり

ました。目標の 51 名は達成できませんでしたが、園児以外（他の保育園に通っている児童）

を受け入れることや様々な年齢層の児童が利用することで、運用の難しさや利用者からの

要望等が明確になりました。また、3 月には川崎医科大学附属病院で行っている病児保育

室でどのようなことを行っているか見学させていただきました。消毒の仕方が職員の休憩

の取り方等のアドバイスをいただきました。まだまだ需要はありますが、利用時間や金額

等を含め様々な見直しを行いたいと考えています。令和 8 年度は 51 名を達成できるよう

に、地域の方への周知やＳＮＳを用いた呼び込み等を行い、病児保育の運用を安定させて

いきたいです。 

職員体制については、4 月の時点では前年度の退職者の補充が不十分のまま、スタート

しましたが、職員の紹介や掲示板の求人媒体を利用し 4 月 1 名 5、6、7 月には各 1 名ずつ

（短時間職員を含む）保育士の確保ができました。しかし、産休の職員がいたり、時間帯

によっては人員不足になっていたりしているので、どの時間帯でも職員が不足しないよう

に、ハローワークや派遣等で人員確保に努めていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 



１．今期の重点目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．事業概況 

① 利用児童状況 

 在籍児童 一時保育 

 利用人数 延べ人数実績 利用人数 延べ人数実績 

4 月 19 369 4 71 

5 月 19 369 4 74 

6 月 19 388 4 80 

7 月 19 413 5 96 

8 月 19 324 5 73 

9 月 19 351 5 81 

10 月 19 407 5 92 

11 月 19 350 5 85 

12 月 19 358 5 78 

1 月 19 381 4 67 

2 月 19 343 4 64 

3 月 19 383 4 74 

合計 228 4,436 54 935 

 

年間累計：在籍者 4,436＋一時保育 935＝5,371 名 

 

 

３．その他 

① 主な行事 

4 月  10 月 秋の遠足 

ハロウィン 

5 月 子どもの集い 

内科検診 

参観日 

11 月 内科検診 

6 月 歯科検診 

水遊び 

12 月 クリスマス会 

餅つき 

7 月 夕涼み会 

七夕会 

交通指導 

プール開き 

1 月 お正月遊び 

とんど焼き 

初詣 

 

8 月 不審者訓練 2 月 まめまめ 

不審者訓練（警察ＯＢ） 
にこにこ会（発表会） 

・通年通して 19 名定員を確保する 

・一時保育利用を 900 名以上にする 

・経営を安定させる 

・病児保育の周知と目標利用人数の達成 

・保育の質を高める 



9 月  3 月 ひな祭り会 

卒園式 

※毎月の火災避難訓練 

 

② 研修報告 

主催月 主催者 研修名 対象者 

5 月 岡山市教育委員会 岡山市就学相談等研修会 岡本 

 保育・幼児教育課 園外活動時の安全管理研修 奥道 

 保育・幼児教育課 園外活動時の安全管理研修 岡本 

 医師会 感染症を学ぼう 全職員 

6 月 保育・幼児教育課 重大事故・不適切保育事案対応 桑村 

  保育者による不適切保育の防止 岡本 

7 月 保育園 人権研修 全職員 

 保育・幼児教育課 保育者を支える職場であるために 河本 

 児童育成協会 保育安全研修 岡本 

8 月 岡山県 キャリアアップ 奥道・柏木 

 岡山県 キャリアアップ 岡本・藤本 

  キャリアアップ 小野ま・石井 

 法人 ハラスメント研修 河本 

 児童育成協会 施設長研修 河本 

 保育・幼児教育課 障害児研修 柏木 

9 月 保育・幼児教育課 障害児研修 岡本 

 保育・幼児教育課 障害児研修 桑村 

 保育・幼児教育課 親子教室会 岡本 

10 月 保育園 救命救急と嘔吐処理 全職員 

 保育園 ＳＩＤＳ対応研修 全職員 

11 月 岡山市消防局 火災予防サポート研修 奥道 

11 月 岡山県 認可保育施設保育従事者研修 奥道 

1 月 ひか☆りんく ＯＨＯＨＯ研修 奥道 
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